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「というわけで、今日から君と俺は〝夫婦〟です」

「今になってなにを言ってるんですか。過去を蒸し返さないでください」

　とっさに否定の言葉が出てしまった。口調も少し冷たかったように思う。

　頭で考える余地もなく、先に言葉が出てしまったのだ。

　これがなにを意味するか。

（全身全霊で、〝イ・ヤ〟です！）

　頑なに心の中で否定を繰り返す須す藤どう咲さ帆ほの前では、そんな彼女の切実な否定を知ってか知らずか……、多分知っている……相あい葉ば尊たか生おが秀麗な微笑みを浮かべている。

　常々、顔がいい男だとは思っているが、彼の執務室であるこの専務室で見ると、いつもの十倍はいい男に見える。

　エンタテインメントコンテンツ企業大手の株式会社Ａ．Ｉ．Ｂ、その御曹司兼専務である彼、御年三十一歳。

　頭脳明晰、眉目秀麗、人当たりがよく人望もあり、しかし仕事には厳しい完璧主義者。

　ヒエラルキーどころか人間としてのカースト上位にいそうな彼が、一般人の代表格のような咲帆と元夫婦同然だったなどと、誰が信じようか。

「咲帆」

「その呼びかた、適切ではないと存じます」

「俺はずっとこの呼びかただった」

「昔のことかと……」

「夫婦だろう」

「元、です。元。いいですか、も　と、ですっ」

「冷たいな。久しぶりに会った夫に向かって」

「だいたい、正式に入籍はしませんでしたし」

「それでも夫婦同然だった」

「わたしはＡ．Ｉ．Ｂ様の子会社に勤める、しがないシナリオライターでございますっ。どこにでもいる一般庶民で、夫もいなければ恋人もいません。日々同級生たちの結婚祝いを捻出するため賢明に働く、真面目で面白みのない二十六歳の女です。お戯れは大概になさってください」

　感情のない声で一気に言い放つ。

　……少しでも躊躇すれば、絆されてしまいそうだから……。

　デスクに両肘をついた手の指に顎をのせ、尊生は喉の奥で笑いをこらえる。ひとしきり肩を揺らしてから、おもむろに立ち上がった。

「まあ、感動の再会はこのくらいにして」

　これのどこが感動なのか。追求してやりたいところだが、話が〝元・夫婦〟関連に戻ってしまいそうなので口をつぐむ。

「話を仕事に戻そう。現在君は、大きなプロジェクトの渦中にいる」

「はい」

「それも、君の会社的には一番のヒット作である、恋愛シミュレーションゲームのリブート版だ」

「……はい」

　返事に間が空く。「君の会社的には」の部分が気になってしまったのだ。微々たるヒットですみませんね……なんて、卑屈になりそうなのをぐっとこらえる。

「シナリオ担当は君。責任重大だ。この作品の売り上げは、会社が存続できるかどうかの判断基準とされる」

　尊生がゆっくりと足を進め、咲帆の前に立った。

「それなのに、君はなかなかシナリオが進まない。上手く書けない。スランプだとも聞いた。君は上司に言ったそうだね『新婚の幸せストーリーなんて、思いつきませんよ。新婚が幸せだなんて嘘なのに』と……」

「言いました」

　眉根を寄せ、強い口調で言いきる。その気迫にひるむかと思った尊生は、逆ににっこりと微笑んだのだ。

「だから、俺が『幸せな新婚』というものを教えてやると言っている。体験すればイメージが湧くだろう？　そういうわけで、今日から俺と君は〝夫婦〟です」

「お断りします！」

　少々ムキになって言いきり、咲帆はくるっと踵を返した。

「失礼します。会社の仕事が残っていますので」

「咲帆」

　強い口調で呼びかけられ、足が止まる。無駄に感じていた苛つきを、彼の声に諌められたような気がした。仮にも彼は親会社の専務だ。

「君が、この作品でヒットを出したときどんな状態にあったか、思いだせ」

「──そんな状態に浮かれて、そのあとにわたしがどんな思いをしたか……。思いだしてください」

　振り返らないまま、咲帆はよみがえってきそうな悲しさを抑え、言葉を続ける。

「わたしは……貴方に捨てられたも同然なんです。そんな貴方が、わたしに『幸せな新婚』を教えるとか……、笑わせないでください」

　尊生が言い返してくる気配はない。

「──失礼いたします」

　静かに口にして、咲帆は専務室を出た。

　言われなくたって、忘れたことなどない。

　あのころ、幸せで幸せで、尊生のことしか考えられなかった。

　スピード婚をして、もっと幸せになれるのだと信じていた。

「……それを台無しにしたのは……尊生さんでしょう……」

　我ながら情けない声だと思う。

　咲帆は雑念を振り切るように頭を振り、逃げるようにＡ．Ｉ．Ｂビルをあとにした。







第一章 元夫・元妻








　一生結婚なんかしない。

　考えてみると、子どものころからそう思っていた。

　男運の悪い母と、いわゆるクズ男にばかり引っかかってしまう、歳の離れた姉二人。

　コロコロ変わる交際相手。上手くいかなくなるたびに聞かされるのは「男なんてロクなもんじゃない」「すぐ若い女に目が行く」「女をセックスの道具だとしか思ってない」などなど、愚痴のオンパレード。

　最後に必ず出る言葉は……、

『咲帆も、馬鹿な男に引っかかっちゃダメだよ！』

　そんなことを言っていた矢先に、また新しい恋人を作り……。そのうち、同じ言葉が繰り返される日がくる。

　こんな環境で育てば、自然と男女交際やら結婚やらには夢も希望もなくなるし、彼氏だの恋人だのがほしいとも思わなくなる。

　もちろん必ずそうなるとは限らない。周囲を反面教師として自分は絶対幸せになってやると奮起するパターンだってあるだろう。

　が、咲帆は、夢も希望もなくなった例だった。

　別に愚痴を聞かせまくった母や姉たちを恨んではいない。男という生き物がそんなに精神的によろしくない生き物なのであれば、近づかなければいいだけだし、それなりの年齢になったら結婚しなくちゃいけないとかそういうことは考えず、一人で生きていけるようにすればいいだけだ。

　特になにがしたいとか願望はなかった。普通に就活をして企業に入社して働く。ただ漠然と考えていたものが変化していったのは二十歳のとき。

　ゲーム製作会社に就職したサークルの先輩が、咲帆にゲームのシナリオを書かないかという話を持ってきたのだ。

　当時、新作ゲームの攻略法を話し合ったり、自分たちで作ったり、本の感想を話し合ったり、創作活動をしたりという、目標の定まらないサークルに入っていて、ときどき咲帆がいたずらに書くストーリーを先輩が気に入ってくれていたのである。

　いろいろなジャンルのシナリオを書くうち、それが楽しくなった。気がつけば、先輩と同じ会社にシナリオライターとして正式に入社していた。

　会社は主にデベロッパーとして機能していたので仕事が切れることもなく、このまま続けていければ、女一人で生きていくくらいはどうにでもなると考えていた。

　──そんなとき、運命の出会いがあったのだ。

「あっ、咲帆ちゃん、おかえり～」

　会社に戻った咲帆を出迎えてくれたのは、咲帆のチームのディレクター、神かん部べ千ち尋ひろである。

　メガネが似合う知的美人で、スラリと背が高くいつもジャケット着用なところがかっこいい。と、咲帆は常々思っている。

　かっこいいといっても男性的という意味ではない。顎の線で切り揃えられたボブヘアはさらさらで、香水をつけているわけでもないのにそばにいるといつも心地よいいい匂いがする。

　つまりは女性的な艶っぽさも感じるのにかっこいいという、実に創作意欲が湧きそうな人物なのだ。

　彼女が、咲帆をこの世界に引っ張った先輩である。三つ年上の二十九歳。忙しすぎて恋人なし。

「意外と早かったね。もっと遅くなると思ってた」

「すみません。打ち合わせ、ずらしてもらったのに」

　夕方からプランナーも交えてシナリオチェックの予定だったのだ。しかし急に親会社からの呼び出しがあったので、打ち合わせを明日にずらしたのである。

「この時間だったら、できましたね、打ち合わせ」

　時刻はまだ十七時。予想ではまだまだかかるだろうと思っていた。咲帆が申し訳なさそうにすると、千尋がポンッと肩を叩く。

「大丈夫。なんなら、シナリオのチェックは来週でもいいんだよ？」

「はい……」

　気を遣われているのがわかる。気まずさを感じていると、千尋が別のスタッフに呼ばれ咲帆のそばを離れた。

　自席に着き、小さなため息をついて留守中の伝言や資料をチェックする。打ち合わせをするはずだったプランナーからの伝言メモもあった。

　千尋が言ったことと同じ言葉が書かれていた。チェックは来週でもいいんだよ、焦らないで。……と。

　メモを見つめ、下唇を噛む。こんなに気を遣わせて申し訳ないし、自分が情けない。

　別にスランプだというわけじゃない。平行して進めている別のシナリオは問題なく書けている。このリブート作だけが、どうしても書けない。

　とにかく幸せな新婚夫婦のシナリオを書かなくちゃいけないのに、登場人物を幸せにしようと思えば思うほど、なんとなくずれてしまう。

　確かに新婚夫婦なのだが、チェックをした者に言わせると「新婚でしょ？　幸せそうでしょ？　見て見て」と、押し付けられている感じがするのだそうだ。

　もっと自然に、新婚の雰囲気を出せないだろうか。そう焦るあまり、出た台詞が……、

『新婚の幸せストーリーなんて、思いつきませんよ。新婚が幸せだなんて嘘なのに』

　だった。

　それを上司が尊生に話したのだろう。いきなり名指しで呼び出しがきたのだ。

　咲帆がシナリオライターとして籍を置く【ワークビーソフト】は、主にゲームソフトの企画開発を行うデベロッパー企業である。

　Ａ．Ｉ．Ｂの子会社ではあるが、他の同じような子会社に吸収合併されてもおかしくないくらい小さな存在だった。

　冗談ではなく、正直、吸収合併される一歩手前だ。そんな会社のシナリオライターが親会社の専務に呼び出しを受けたとあれば、会議があろうとプレゼンがあろうと身内に不幸があったとしても……は言いすぎだが、とにかく襟を正して出向かねばならない。

　……出向きたくはなかった。

　いまさら、なぜ名指しで呼び出さなければならないのか。二人の関係は終わったはずだ。もう、一年も前に……。

　────君が、この作品でヒットを出したときどんな状態にあったか、思いだせ。

　尊生の言葉が頭の中に残って消えない。思いだせと言われなくたって、いつも頭の中にある。それを隅に追いやって日々すごしているのだ。

　何度目かのため息をつき手を止める。意識を外に向ければ、オフィスに満ちる人の声や物音が頭に入りこむ。

　電話の音、鬼のように連打されるキーボードの音。

「ＵＩ追加って、今ごろですか!?」

　怒っているわけではないが、残業続きでちょっと気が立っているデザイナー。

「ほんの少しなんだけど、タスクの仕様変更があって」

　ちょっと猫なで声を出すときの上司は絶対〝ほんの少し〟ではない。

「キャラデザ回ってきた？」

「修正入ったってよ」

「時間ねぇって言ってんだろうがぁぁぁぁ」

　頭を掻きむしる姿が見えるようだ。

「このデバッグは？　終わってる？」

「終わってるって聞いたけど」

　いや、それ絶対担当確認したほうがいいから。

　バタバタと走り回る足音。

「今日も帰れねーなぁ」

「もうちょっとだし、ガンバローぜ」

「お、おぅ」

　頑張ろう。頑張ろう。頑張ろう。

　入社して、何千何万回、この言葉を聞いただろう。何千何万回、口にしただろう。

　みんなでひとつのものを作りあげる。その達成感を求めて、頑張っている。

　顔を上げ、オフィスを見回す。

　爆発的なヒットを出したことはないけれど、それでもぼちぼちの線は保てている。

　約半年前にリリースされたアプリゲーム、恋愛シミュレーション『シュガーハニーダーリン』はなかなかの売り上げを叩き出した。咲帆が担当したシナリオは、リアルでテキストを読んでいるだけでも幸せを感じると大好評だったのだ。

　尊生とつきあいはじめたころに書いたシナリオだ。初めて知った恋の甘さ、愛されるという極上の麻薬が、咲帆にシナリオを書かせた。

　今回問題になっているのは、そのリブート作である。

（あのときと、同じような気持ちで書けたなら……）

　────俺が『幸せな新婚』というものを教えてやる。

　尊生の言葉が頭で回る。咲帆はきゅっと下唇を噛み締めた。







　ゲーム制作会社の定時というものは、あってないようなものだと思う。

　会社の決まりとして一応はある、くらいの認識で、ほとんどの社員はフレックスだ。もちろん咲帆もそれに当てはまる。仕事内容的に在宅も認められていた。

　なので、一応定時と決められている十八時に仕事を終わらせても、まだ血眼になってパソコンに向かっている社員に罪悪感を抱く必要はない。

「お先に失礼しマース」

　……とは思っていても、クオリティを出すために戦っているデザイナーに笑顔で「帰ります」宣言はしづらい。小声で言いつつ、目が合ったキャラデザ担当の同期に手を振って会社を出た。

　駅に向かって歩こうとしたとき、いきなり腕を掴まれ足が止まる。驚いて振り向き……また驚いた。

「お疲れ、咲帆」

　咲帆の腕をがっちりと掴んで微笑んでいるのは、尊生だったのである。

「尊ぉっ……！　専務っ、なにをしていらっしゃるんですかっ」

　思わず名前を呼んでしまいそうになり、慌てて言い換える。腕を外そうと引っ張るが彼の手は離れなかった。

「迎えにきた」

「迎えって……」

「一緒に帰ろうと思って」

　彼は爽やかに言い放つ。おだやかな眼差しに胸の奥を掴まれ、咲帆は反論できない。

　彼と向き合うと掴まれていた腕が解放される。力を抜いたことで咲帆は逃げないとわかったのだろう。相変わらず、咲帆の気持ちを読むのが上手い人だ。──あのときを除いては。

「どうするつもりなんですか？　幸せな新婚がなにかを……教えるって」

　歯切れが悪い。あれだけハッキリと断りを入れたのに、それを頼ろうとしているのだからかっこ悪い。

「そのままだ。体験すればいい。『幸せな新婚』を体験して、その気持ちのままにストーリーを書けばいいんだ」

　尊生は如才なく答えてくれる。咲帆があれだけムキになって反抗したのに、なにも気にしていないのだろうか。

「咲帆が言ったことは、もっともだと思う。今ごろ俺が〝幸せな新婚〟なんて言葉を出せば、腹が立つのは当然だ」

　少しは気にしていたのだろうか。尊生はそのまま言葉を続ける。

「それでも俺は、咲帆と一緒に〝幸せな新婚〟の体験がしたい。あのときからずっとそう考えていたのも事実だ。……正直、咲帆の仕事のためというより、自分のためでもある。もちろん嫌だったら断ってくれ」

　それがどういう意味なのか、よくわからない。わかりそうだけれど、わかりたくないだけかもしれない。

　彼も後悔していたのだろうか。咲帆と同じように、別れのつらさを引きずっていたと……。

　そこまで考えて、咲帆は自分の気持ちを戒める。

　自惚れては駄目だ。自分のいいように考えてしまえば、裏切られたときにつらくなる。

　尊生の言葉からは真剣なものを感じる。仮にも大企業の専務だ。いくら昔の恋人だとはいえ仕事がらみでいい加減なことは言わないだろう。

　彼の提案に、懸けてみてもいいかもしれない。

「……『幸せな新婚』は、まずなにをすればいいんですか？」

　意を決して言葉を出すと、尊生の口調は張り切ったものに変わった。

「俺は君の夫。君は俺の妻。設定は新婚夫婦。そうだな、──結婚式のあと、二人で籍を入れに行った。ってところからスタート、で、どう？」

　ちょっと首をかしげて尋ねてくるが、その口調は断言的で、すでに決定事項のよう。

　これでどうかと聞かれるのも胸が痛い。

　──結婚式のあと、二人で籍を入れに行く。

　これは、本当に二人で計画をして、やり遂げられなかった約束だ。

「……わかりました」

　ちょっとした真似事を体験すればいいのだ。新婚夫婦になりきって、食事をしたり一緒に歩いたり。それで少しでも雰囲気をつかめたら。

　少しでも……まだくすぶり続けている尊生への想いを引き出せたなら、今よりは上手く書けるかもしれない。

「よし、決まり」

　いきなり右手をとられる。シッカリと手を繋がれ、戸惑いを表す間もなくそのまま歩きだした。

「入籍記念だ。食事に行こう。イタリアンを予約してある」

「えっ、イタリアン？　よ、予約って……」

「ああ、安心して。そんなに堅苦しい店じゃない。石窯で焼いたピッツァが自慢のトラットリアだ」

「……本当ですか？」

　ちょっと疑いの目を向けると、尊生はクッと喉で笑いをこらえる。

「そんなに心配しなくても。〝高級な場所は事前に教えること〟って約束をしているだろう？」

　二人の約束を覚えてくれている。

　胸の奥でなにかがトクンと跳ねるが、それを悟られるのは恥ずかしい気がしてムキになった。

「当たり前ですよ。いきなり高級なリストランテに連れて行かれて、わたしがどれだけ戸惑ったと思ってるんですか」

　つきあって最初のデートだった。イタリアンのお店へ連れて行ってくれたのだが、そこが本格的なコース料理を出すリストランテだった。

　イタリアンのコースもマナーもまったく知らない。尊生がいたからなんとかなったものの、余裕がなかった。美味しかったのは覚えているが、正直どんなものが出てきたのかまったく覚えていない。

「でも、あのリストランテ、三回目にはすっかり慣れていただろう？」

「見よう見真似でなんとかなっていただけです。やっと三回目で、なんとかサマになっただけですよ」

「充分だ」

　アハハと笑って歩いていく。このまま歩いて行ける場所なのだろうかと思ったら、近隣の有料駐車場に車を停めてあった。ここで咲帆が会社から出てくるのを待っていたらしい。

「はい、どうぞ」

　尊生が助手席のドアを開けてくれる。一年前と同じＢＭＷは、時を止めたかのように綺麗なままだ。もちろん手入れがいいから綺麗なのだろう。

　そう思うのに……。

「あ……」

　一点に目が行って、つい声が出た。

　洗練された高級感あふれる車内に不釣合いなアイテムが目に入る。助手席のシートに小さなぬいぐるみが置かれているのだ。

「これ」

　思わず手に取り、それを見つめながらシートに座る。ドアを閉めた尊生がフロントを回って運転席に乗りこんできた。

「覚えている？」

　尋ねながらシートベルトを引く。それに倣わなくてはいけないのに、咲帆は手の中のぬいぐるみから目を離せない。尊生は首を縦に振ってぬいぐるみの表面を撫でた。

「まだあったんだ……」

　懐かしい気持ちが湧き上がってくる。コロンとした丸いフォルムの猫のぬいぐるみ。尊生とつきあいはじめたころ、咲帆がクレーンゲームでとったものだ。

　取ろうとしてゲームをしたわけではなく、デート中に仕事の電話が入ってしまった尊生を待っているあいだの暇つぶしだった。なんとなくやったら取れてしまった。

『ここに置きます。浮気防止に、猫ちゃんに見ていてもらうんです』

　そんなことを言って助手席側に置いた覚えがある。

（なんか、ずいぶんと重いこと言ってたな、わたし）

　今になれば冷静に見られるが、あのころは尊生のことで自分がいっぱいだった。重いとか、おかしいとか、そんなことはまったく考えてはいなかったのだ。

「捨ててもよかったのに」

「どうして」

「似合いませんよ。こんな立派な車の中に置いておくには。置きっ放しにしたのはわたしですけど」

「でも、役には立った」

　尊生が咲帆のシートベルトを引っ張る。いつまでも締めないから車を出せなかったのかもしれない。申し訳ないと思って顔を向けると、目と鼻の先に彼の顔がある。ドキッとした瞬間ニヤリとされた。

「浮気防止になった。ちゃんと見張り任務は遂行していた。なかなか優秀だぞ、こいつ」

「なに言っ……」

　反論しようとした唇に尊生の唇が重なる。ほんの一瞬だったが、言葉が止まり表情も固まった。

「……見張りがいなくたって、浮気なんてしないよ」

　尊生が本気で幸せな結婚生活がしたかったのだという気持ちが伝わってくるような気がして、胸がきゅっと締めつけられる。

　これは本気だろうか。それとも、雰囲気を作っているだけなのだろうか。

　カチッとシートベルトが締まる音がして、尊生は運転席に戻る。なにも気にしていない様子でエンジンをかけた。

「行こう。本当にフラットな店だから、きっと気に入る」

「は、はい……」

　いきなりなにするんですかと、文句も言えなかった。浮気なんてしないと言った彼の声が、妙に甘くて……ドキドキする。

（……ああ、そうか、新婚夫婦なんだっけ……）

　甘い期待をしそうになった脳が、ふっと切り替わる。そうだ、設定はスタートしたばかり。──結婚式のあと、二人で籍を入れに行った。

　これから入籍祝いの食事に行く。入籍で浮かれているのは当然。甘い囁きがあったっておかしくはない。

「あの、専務」

「おや？　バグかな？」

「え？」

「新婚なのに『専務』って役職で呼ばれた気がする。これはバグだな。急いで修正をしてもらわなくては」

「バグって……」

「これはシナリオライターにやってもらわなくてはならない修正だ」

「……尊生さん」

「なんだ？　咲帆」

　秀麗な微笑みで顔を向けてくる。この変わりようたるや。

　戸惑いは大きいものの、咲帆は控えめに礼を口にする。

「こんなことにつきあっていただいて……ありがとうございます。よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　ポンッと頭に手がのる。

「よろしく、奥さん」

　尊生はもうすっかりその気である。苦笑をして前を向くと頭から手が離れ、車が走り出す。

　ぬいぐるみを胸にあてて、咲帆はそっと心で呟いた。

　────よろしく……旦那さん。







　久しぶりの彼との食事は、とても楽しかった。

　連れて行ってくれたトラットリアは本当に気軽に楽しめるイタリア料理店で、ピザ回しのパフォーマンスからはじまる石窯焼きのピザがことのほか美味しい。

　テイクアウトもできると聞いて今度買いにこようとは思ったものの、こそっと値段を見て、お給料が入ったあとにしようと考え直した。

　ちょっと申し訳なかったのは、車で来ていたこともあってアルコールをオーダーできなかったこと。

　イタリアワインはもちろん、イタリアビールも珍しいものがそろっていて見ているだけでも楽しい。

　咲帆はおつきあい程度しか飲めないが、尊生は飲める人だ。タクシーで帰るから飲んでもいいですよと勧めたが、「入籍祝いの夜なのに、調子にのって飲んで潰れるわけにはいかない」と意味深なことを言われた。

　しかし考えてみればそうなのだ。

　愛し合って結婚した二人の入籍祝いの夜。

　二人は嬉しくて楽しくて堪らないはず。そんな気持ちのまま甘い夜をすごすだろう。それなのに、お酒で潰れるわけにはいかないのだ。特に男性は。

（ここの感じ、使えるかも）

　ついついそんなことを考えてしまう。しかも尊生は新婚の夫になりきってくれているのだろうから、彼の言動は参考になる。

　観察しているだけでは駄目だ。新婚の二人を理解していくためには、咲帆だって新婚の妻になりきらなくては。

（嬉しくて、楽しくて、堪らない。……新婚の妻）

　──本当なら、一年前にそれを実体験できていたはずなのに……。

　それを考えると、胸の奥が苦しくなる。

　食事のあと、目に付いた小さなパティスリーでケーキを買った。帰ってから二人でするお祝い用、らしい。

　新婚の二人は、早く二人きりになりたいはずだ。とすればドライブやらナイトシアターやらのデートイベントは避けて、新居へ帰るだろう。

　帰って、ケーキでお祝いして、そこでやっとアルコールが出るのかもしれない。飲んで気分が盛り上がって……。

　想像するとそこまで書けそうな気になる。なるほど、体験してみればいいと言った尊生に間違いはなかったのだ。

　帰りの車の中では、頭の中でシナリオを書いていた。今までの流れを夫や妻の心情を交えて進めていく。

　流れがスムーズだ。これはいける。──確信したとき、尊生から声がかかった。

「もうすぐマンションに着く」

「あ、はい、すみませ……」

　顔を上げて窓の外を見る。言葉が止まったのは、そこが見慣れた咲帆のアパートの周辺ではなかったから。

　かといって、記憶にある尊生のマンションでもない。けれど、知っている場所だ……。

　車が駐車場に入り、エンジンが止まる。間違いない、尊生はこの場所へ咲帆をつれてきたのだ。助手席のドアが開き、尊生が手を差し出した。

「おいで、咲帆」

「……尊生さん、ここ……」

　こわごわと車から降りる。掴まれた手もそのままに直通のエレベーターに乗り、下りたところから内廊下を歩いていく。

　静かでモダンな高級ホテルのような内廊下、目についたドアの前で立ち止まり、キーリーダーに鍵をかざしてからドアを開ける。

　エントランスの照明が点き、見覚えのある廊下が目に入った。

「デザートワインがあるから開けよう。ケーキに合うだろう。つまみは俺が作るから、咲帆はケーキを出して、皿とグラスを……」

「どうして、解約しなかったんですか？」

　やっと声が出た。靴を脱いだ尊生が振り向き、不思議そうに咲帆を見る。

「どうしてって、ここは俺と咲帆の家だろう」

「でも、……結局一緒には……」

「俺たちの新居だ。咲帆がドーム型の中庭が気に入って、俺が浴室やベッドルームの広さを気に入った。そういえば、それを言ったときに、咲帆に『やらしいですよ』って言われたっけ」

　クスクスと思いだし笑いをされるが、咲帆は笑えない。結婚したら二人で住むはずだったマンション。別れると決めて、てっきり解約したと思っていたのに。

「ほら、用意しよう。せっかくの夜がもったいない」

　手を引かれ、戸惑う間もないままに靴を脱いでエントランスへあがる。リビングに入る際、尊生が咲帆の耳元に唇を寄せた。

「おかえり。咲帆」

　手を離しキッチンへ向かう彼の姿を見送りながら、咲帆はあふれそうな涙を必死でこらえた。

　二人で住むはずだった部屋。尊生は、ずっとここで、ひとりで生活をしていたのだろうか。

　────おかえり。咲帆。

　咲帆を、待っていてくれたのだろうか……。

　胸がぎゅっと痛くなる。静かに深呼吸をして、ゆるみかける気持ちを引き締めた。

　彼は今、新婚の夫になりきっている。それだから、こんなにおだやかに甘くなれるのだ。

　なりきっているだけ。咲帆が幸せな新婚のシナリオを書けるように。だから……。

（誤解しちゃ……駄目）

　頭の中でシナリオを作る。

　二人で新居に帰ってくる。ケーキにはデザートワイン。夫がおつまみを作ってくれるなんて、絶対に嬉しい。

　新居で入籍祝い。二人でやるなら準備も楽しくて、作ってくれたおつまみを運ぶときに、きっとつまみ食いをしてしまう。

　──さあ、ワインで乾杯しよう。

「かんぱーい」

「かんぱいー」

　打ち付けたグラスがチンッと軽い音をたてる。乾杯というものは、本当はグラスを打ち付けるものではないとわかっていても、こういうときはなんとなくグラス同士を合わせたい気分になる。

　ソファに二人並んで座り、グラスに口をつける。目の前のローテーブルには少々大きめにカットされたフルーツショートケーキの皿がふたつ、生ハム、チーズ、という定番のものがあるかと思えば、アサリの白ワイン蒸し、ガーリックシュリンプ、スモークサーモンのマリネ、というひと手間加えたものまで並んだ。

「これ、本当に尊生さんが作ったんですよね？　レストランのデリとかの余ったやつじゃないですよね」

　テーブルを見ながらちょっと疑う。尊生は声を出して笑った。

「作っているところ見ていただろう？」

「目の錯覚かと」

　確かに見ていた。アサリに白ワインを振りかけてフランベしていたし、たまねぎをそれはそれは鮮やかに薄切りにしていた。エビだって手早く炒めていたし。

「錯覚かどうか。食べてごらん、ほら」

　フォークに刺したガーリックシュリンプを差し出される。それも口元にエビがあるということは「あーん、して」の意味ではないか。

　恋人時代にはよくやった。けれど、今やってもいいものか。

　咲帆の迷いなど意に介さず、尊生は食べてくれるのを待っている。

　迷いはするが、今は新婚夫婦になりきらねばいけないとき。新婚夫婦ならこのくらい平気でやるだろう。いや、やりたくてたまらないはずだ。

　目の前のエビにパクッと食いつき、咀嚼する。尊生と向かい合ったまま噛み続け、ごくんと飲みこんでから、ちょっと彼に詰め寄った。

「おっ、美味しいです！　エビ、ぷりっぷりじゃないですか！　むちゃくちゃ美味しいですよ！　いつの間にこんなに料理上手になったんですか！」

「美味いだろう？　咲帆に作ってあげたくてさ。惚れ直した？」

「惚れっ……」

　一瞬ひるむ。だが新婚さんはここで迷わない。多分。

　咲帆は詰め寄ったぶん離れ、ちょっとうつむいて視線をそらす。

「惚れ……直した、よ」

　きっと新婚ならそう言って恥らうのだ。

　いつの間にか料理上手になっていた夫。それも妻に作ってあげたかったという。

　きっと「惚れ直すもなにも、大好きだよー」と言いながら抱きつくくらいはするだろう。

（抱きつくシーン、入れよう）

　頭がシナリオモードになるが、ひたいにチュッとキスをされて創作思考は中断した。

「なんか、〝言わせた〟みたいで、ごめん。でも、作ってあげたかったのは本当。恋人時代は、いつも咲帆が作ってくれていたから。料理のひとつもできるようになって咲帆を助けてあげられる男にならないと、捨てられるなーって」

「そんなっ」

　……こと、ありません。……とは言えない。

　尊生には「貴方に捨てられたも同然」と言ってしまったが、考えかたによっては咲帆が彼を捨てた、と言われても仕方のない別れかただった。彼の言葉を聞かずに逃げたのは咲帆のほうなのだから。

「ポイント高いですよ。料理ができる男の人って。いいと思います」

「そう？　嬉しいよ。咲帆がそう言ってくれるとホッとする」

　尊生がケーキの皿を取って咲帆の膝に置く。自分の皿は横に置き、ひとかけ口に運んだ。

「美味いな。さすがは咲帆が選んだケーキだ」

「わたしが選ばなくたって、美味しいケーキ屋さんなんですよ。きっと」

「いいや、咲帆が選んだから美味いんだ」

　強情に言い張り、彼は笑ってグラスに口をつける。咲帆の表情が硬くなっていることに気づいたらしく、膝に乗せたケーキの生クリームをフォークですくうと「はい」と口元に持ってきた。

「デザートワインにすごく合う。でも、ケーキを食べ終わったら違うワインかビールにしよう。つまみに合うやつ」

　差し出されたクリームを口に入れ、そこにワインを流しこむ。

　生クリームの甘さとデザートワインの甘さがベストマッチ。よくぞこんなマリアージュを用意しておけたものだ。

　思うところがあってボトルに目を向け、ああ、やっぱり、という気持ちになった。

　デザートワインのラベルに油性ペンで書かれた〝相々傘〟と、二人の名前。これは一年前、入籍の夜にケーキを食べながら飲もうと提案した尊生が、行きつけのワインレストランのソムリエに見立ててもらったものだ。

　この部屋もワインも、咲帆を待っていてくれたということだろうか。

　──それとも、『幸せな新婚』を演出してくれているだけだろうか……。

　ワイングラスに口をつけたまま軽く唇を引き結ぶ。薄いグラスが砕ける妄想が頭をめぐり、いっそ砕けて怪我をしたら尊生は演出ではない優しさを向けてくれるのではないかと……ずるいことを考えた。

　グラスをカラにすると、尊生がボトルを指差して首をかしげる。「飲む？」と聞かれているのだと勝手に解釈し、「もちろん、全部飲むっ」と威勢よく答えた。

「このワインでいいの？　って聞いたつもりだったんだけど。全部飲んだら別のものが飲めなくなるから、半分は俺が引き受ける。他にビールとかカクテルもあるから」

　ちょっと違ったようだ。それでも、このワインはカラにしたかったのでそれでもいい。

「よし、二人で飲みきるか」

　勢いづいた尊生がワインを注いでくれるが、少々勢いがよすぎる。おどけてやっているのがわかるのでクスクス笑っていたが、もうすぐグラスが満杯になってしまうのに勢いが止まらない。

「ちょっ、ちょっ、ちょぉぉぉっ、たかおさんっ」

　こぼれそうだからといってグラスを動かすわけにもいかない。両手でグラスを持って固まっていると、飲み口すれすれで液体が止まった。

　見事な表面張力。止め方が上手すぎる。

「注ぎすぎですよっ」

　手を揺らさないよう唇を近づけると、注いだ当人は楽しげに笑ってからボトルをそのまま口につけた。

　ギョッとはするものの、今はこの表面張力をなんとかするのが先決だ。静かに表面をすすって、やっと普通に飲めるくらいまで減らした。

「もぅっ、尊生さんっ」

　ちょっと怒った声を出す。ボトルを口から離した尊生がニヤリと笑った。

「二人のワインだから、半分こ、だ」

　二人のワイン。二人のためのワインを、二人で飲みきる。一年前にできなかったことを、今やっている。

　幸せな新婚を演出するために……。

　胸が痛いのはなぜだろう。

　思い出の産物なら飲みきってなくしてしまったほうがいい。尊生がこの場に出してきたのは正解だ。

　カラにして瓶を捨てない限り、ラベルの相々傘はずっと残ってしまう。

　彼だって、そんなのはいやだろう……。

　つい沈みそうになる気持ちを、咲帆はシナリオを考えることで紛らわす。

　美味しいケーキ、ぴったりのデザートワイン。二人の名前が書かれたラベル。おしゃべりをしながら二人でカラにする。話題は、披露宴パーティーでの友だちのスピーチ。

（友だちのスピーチ……）

　尊生と挙げるはずだった結婚式に、友だちは招待しなかった。親族も、誰も。

　大々的に行う形式的な結婚式の前に、二人だけの結婚式を執り行うことにしていたからだ。その式のあとに二人で入籍をする予定だった。

　だが、その二人だけの結婚式に──尊生は姿を現さなかった……。

　いろいろな気持ちがあふれそうになって、咲帆はグラスに残っていたワインを一気にあおる。

　大きく息を吐いて、カラになったワイングラスを彼のほうに向けた。

「よし、次、ビールいきましょう！　ビールっ！」

　陽気になった咲帆に少々面喰らったふうではあったが、尊生は笑って立ち上がる。

「よし、じゃあ持ってくる。でも、飲んでばかりいないでつまみも食べてくれよ？」

「もちろんです！　尊生さんの手作りですもん！　今食べなかったらこの先一生食べられませんよ！」

　ノリと勢いで出てしまった言葉。一瞬、尊生が寂しそうな顔をしたような気がしたが……見ないふりをした。

　瓶のビールはイタリアビール。トラットリアで飲み逃した銘柄もあって、早速開けた。缶だがカクテルもある。

　これは〝幸せな新婚〟の演出なのだとあまり考えないようにした。考えれば、尊生の笑顔もときどき向けられる艶っぽい眼差しもドキリとときめく鼓動も全部作り物に思えて、過去の寂しさがよみがえってまた沈んでしまうから。

　なにも考えずに飲んで、食べて、【ワークビーソフト】のみんながどんなに頑張っているかを力説して……。

　尊生の海外出張の話では「その国の女の人は好みでしたか？」と茶化し、イベントやパーティーの話では「綺麗なコンパニオンさんはいました？」と気になったことを真っ先に聞いてしまった。

「俺、そんなに女好きだと思われてる？」

「だって、尊生さんって結構エッチだったでしょ。顔はいいしお金持ちだしお坊ちゃんだし、もーぉ、入れ食いですよねぇ！」

　……なにも考えず、そんなことを言ってしまっていた。

　というか、酔っていたのだ。

　尊生も同じくらい飲んではいたが、彼のほうが咲帆より酒には強い。おそらく彼は酔ってはいなかった。

　その結果──。

　──気がつけば、ベッドの上に組み敷かれていたのである……。







第二章 演出される甘い夜








「んっ……ふぅ、ンッ……ん」

　鼻が切なく鳴る音と、唇同士が激しく触れ合うリップ音が寝室に満ちていた。

　身体を組み敷かれたベッドのシーツが冷たく感じる。服を着ているのにそう感じてしまうということは、肌がだいぶ火照っているのだろう。

　最近にはないくらいお酒を飲んでしまったのだから体温も上がる。おまけに尊生とこんなキスをしているのだと思うと、それだけで身体の奥底から熱くなってくる。

　お酒を飲んでいい気分で話をしているうちに、「これだけ気分がよければ、いいシナリオが書けそう」と口にした。すると尊生が「新婚に大切な肝心なことがまだだ」と言い……。

　なんのことかと聞き返す間もなく唇が合わさり、ベッドに運ばれてしまったのである。

「ンッ、ぁ……、まっ……て、らめぇ……っ」

　お酒のせいで呂律が回らないのか、キスで舌を使いすぎて呂律がおかしいのか、なんなのかわからなくなってくる。それでも尊生の両腕を掴んで唇を外し横を向くと、二人のあいだで行きかっていた唾液がたりっと糸を引いて唇の横に落ちた。

「そんなに、キスしちゃ……だめぇ……」

　呂律を気にして言葉を出すものの、そうすると今度は媚びたトーンになる。別にかわいい声を出したいわけでもないし、かわいく見られたいわけでもない。それでも出てしまうのだから、身体と脳が喧嘩しているとしか思えない。

「どうして？　もっと興奮するから？」

　頬にまで伸びてしまった唾液をペロッと舐め取られ、意図せず「ァんッ」とか細い声が出てしまう。

　唇に尊生の人差し指があてられ、唇の表面をなぞっていく。唇の内側をひと撫でし、歯列の山を飛び越えて歯茎の裏を掻き混ぜる。

「唾液が止まらないだろう？　咲帆はキスで感じると口の中がべちゃべちゃになる。そうすると……」

　スカートの中、内腿を撫でる手の感触。ハッとして中途半端に開いていた脚を閉じようとするが、すでに尊生の膝が挟まっているため閉じられない。

「下もべちゃべちゃになる。今もなっているだろう。スカートの中が熱気ですごい。……さわってみていい？」

「だ、だめ……」

「どうして？　さわってほしくない？」

　────さわってほしい……。

　けれど、そんなことを言えるものか。この雰囲気から考えれば、さわられてしまえばもっと先をしてほしくなりそうだし、尊生だって、それで止まってはくれないだろう。

　口の中の指が舌の付け根をぐっと押す。けだるい痺れが顎の両端に走って、だらしなく口を開けたまま咲帆は吐息を震わせる。口腔内がまたじゅわっと潤いに満ち、お腹の奥から熱いものが噴き出したのを感じた。

　口腔の潤いをまとった指が糸を引いて離れていく。いつの間にか涎で枕を濡らしていたことに気づき、顔を正面に向ける。今まで咲帆の口腔内にあった指を咥え、尊生がわずかに口角を上げた。

「じゃあ、『さわってほしい』って言わせる」

　どこか狡猾さの漂う笑み。ぞくぞくっとしたものが腹部に走り、また熱いものが噴き出す。

　尊生も酔っているのか、どことなく強引だ。本当にこのまま先へ進んで咲帆をほしがっているのが伝わってくる気がする。

　自惚れだろうか。それとも、咲帆が尊生をほっしているから、そう思ってしまうのだろうか。

　抱かれたくないわけがない。別れる前は毎日のように愛し合っていた。彼の肌が恋しい気持ちはもちろんある。

　けれど、こんなことはいけないことだ。彼とは別れたのだし、別れた人を求めてしまうなんて未練がましいだけだ。

「駄目……ですよ、なに言ってんですか……。こんなこと、する約束じゃないです……。酔ってるんですかっ」

「幸せな新婚体験だろう？　挙式後に入籍、気分は盛り上がっているし、実質新婚初夜だ。初夜に新妻を抱かなくてどうする」

「初夜ッ!?」

　素っ頓狂な声が出てしまった。その設定でいけば確かに新婚初夜ではある。しかし、ここで考えなくてはならない重大な点がある。

「う、うちは、エロゲは扱ってませんっ……。『シュガーハニーダーリン』は、健全な……ん～、ちょっと、ラッキースケベくらいはあるけど……でもっ、普通に恋愛マンガとか小説を読む感覚でプレイしてもらえるゲームでぇぇぇ」

　ちょっと声がひっくり返る。

「ゆくゆくはＲ１８レベルを考える手もある」

「ひぇっ！」

　かなり盛大にひっくり返った。この親会社は、なんということを簡単に言ってくれるのか。

「健全なゲームのエロゲ化は珍しくはない。『シュガーハニーダーリン』はキャラが魅力的で、いわゆる乙女ゲームでありながら男性ユーザーにも人気が高い。一考の価値ありだな」

　開いた口がふさがらない。こんなときに一考されても困る。

「そうなれば、当然、エロイベント発生率の高い新婚編にリメイク指示が入るだろう。そうなったとき、もちろん君にシナリオが回る。どうする？　幸せな新婚のエロイベント。君は、幸せいっぱいの新婚夫婦が繰り広げるセックスを表現しなくてはならない」

　頭が真っ白になりかける……。

（無理ゲーすぎませんか……、それ）

　幸せいっぱいの新婚夫婦が繰り広げるセックス。とは。

　幸せいっぱいの恋人同士が繰り広げる……。ならできるような気もする。しかしその違いがわからない。

（することは同じなような……）

　だが、おそらく、同じ幸せいっぱいでも、新婚夫婦と恋人同士ではなにかが違うのだろう。

　シナリオを担当したゲームがヒットして進化していくのは、もちろん嬉しい。もし、尊生が言うようなことになったら……。

「……と、深刻な話はしてみるが……」

　尊生が身体を起こし、シャツのボタンを外していく。それを脱いでぽいっとベッドの外へ放った。

「結局のところは咲帆を抱きたいから理由づけしているだけだ」

「……正直ですね」

「幸せな新婚夫婦の初夜も、知っておいたほうがシナリオにリアリティが出るんじゃないか？」

「すごく都合のいい理由ですね。やっぱり酔ってるでしょう？」

「そうだな」

　素直に認め、尊生はさっさと咲帆のブラウスを脱がせにかかる。ボタンをすべて外し大きく胸を暴いて、ブラジャーの上から両方の胸のふくらみを鷲掴みにした。

「酔ってるって、言っておこうかな。そうしたら、酔っているから気が大きくなってなにをしてもいいような気分になった、って、言い訳ができる」

　鷲掴んだ胸をグッと揉み上げる。上胸が妙に盛り上がって、ブラジャーのラインが肌に食いこんだ。

　その食いこみに舌が這う。柔らかなふくらみは実に敏感で、彼が吐くかすかな吐息にさえも反応した。

「ぁ、んっ」

　肌が熱を帯びてくる。胸の布を取り去って、直に触れてほしい。指の下にある頂が人知れずむくむくと育ってきていて、布越しに悟られやしないかと焦燥する。

　言い訳をして、楽になってしまおうか。

　尊生のように都合のいい言い訳でも、するだけ楽になる。

　胸を掴み上げる彼の手に両手を重ねる。顔を見るのは恥ずかしくて、異様に盛り上がった胸の谷間に視線を置いた。

「わたしも……酔ってるみたいで……。ちゃんと新婚を知っておかなくちゃ駄目かなって……」

「それは、俺に抱いてほしいってこと？」

　咲帆がハッキリ言わなくたってわかっている気がする。声がちょっと意地悪だ。

「幸せな新婚夫婦の初夜……。知っておいたほうが、いいのかな、って……」

「そうだな」

　尊生の顔が胸の谷間に落ちてきてギョッとする。かと思えば頂をカリッと歯で掻かれた。

「こんなに反応して勃ってるし」

　やはりすでに悟られていた。繰り返し歯で掻かれ、硬くなっていくそこを咥えられる。熱い吐息が拭きこまれると布を伝って広範囲にもどかしさが広がった。

「ンッ……、やっ、もぉ……」

　ひどく焦れた声が出てしまった。我慢できないとばかりに自分でブラジャーのホックを外す。作業を引き継ぐように、尊生はブラジャーとブラウスを咲帆の身体から奪う。

「一年待った新婚初夜だ。嬉しいな」

　彼の微笑みは素敵なのに、どこか切なそうで胸の奥が痛くなる。咲帆の両乳房を中央に掴み寄せ、乳頭にしゃぶりついて凝った乳首を舌で嬲り、さらに硬く育てていく。

「ぁあぅん……アァンッ、胸、んん……」

　胸に広がる甘ったるい刺激。久しぶりに感じるそれは、咲帆の官能を急激に燃え上がらせる。

　赤くなってヨがる小さな果実。もうひとつのそれも指でつままれ、くにくにと揉みたててぷっくりとした赤い実に育てられた。

　こっちの味はどうかと赤い舌が襲いかかる。前後左右に舐めたくられて、ただ翻弄されるままに快感を享受する。

「あンッ……！　ぁぁ、そんなに、舐めちゃ……ぁぁアンッ」

「ダメ？」

　上目遣いに咲帆を見ながら尖り勃った乳首を大きく舐め上げる。しっとりと濡れた突起はつやつやして、もっともっとと尊生を誘惑しているかのよう。

「ダメじゃ、ない……けど、むずむずするからぁ……ンンッ」

　我慢できずに腰が揺れる。下半身がすごいことになっているのが必然的にわかって、腰が反ったまま動きが止まった。

「そうか、こっちか。我慢できなくなったかな」

　尊生がスカートをまくり、太腿を撫でる。付け根の近くに手が行っただけで、期待した秘部がピクピクした。

　おまけにこんな状態になるまでストッキングもショーツも穿いたまま、スカートの中で熟成されていたのだ。覆いかぶさっていた布がはがされただけで淫靡な芳香が上がってくる。

「咲帆のいい匂いがする」

「だって……」

「俺が大好きな匂い」

「そういうこと言う……」

「知ってるだろう？」

　むしろ知りすぎている。脚の付け根のラインを指先でなぞられると、過剰に反応して膝が立ち外側に倒れる。おまけに腰が反っているので考えただけでもいやらしい格好になってしまった。

「どうしてほしい？」

　これは、言わなくてはいけないようだ。尊生が「言わせる」と宣言した言葉を。

　意地を張って言いたくないわけではない。これは幸せな新婚夫婦の、新婚初夜だ。気持ちも盛り上がって、欲望が幸せに後押しされて、どんなことでもできる気分になるのではないのだろうか。

（そうか……新婚って……）

　ふとなにかが浮かびかかるが、咲帆の思考は創作脳に切り替わらない。それよりも官能が騒ぎすぎて欲望に神経が集中している。

「さわって、ほしい……べちゃべちゃになってるとこ……」

　尊生を見つめながら口にする。ちょっと切ない、情けない声になってしまった。

　彼がごくりと喉を鳴らす。チュッと咲帆の唇にキスをしてから、身体を下げた。

「ＯＫ、たくさんさわってやる」

　広げた内腿を両手で押さえて、濡れそぼる秘部を大きく口で覆う。彼が口を動かすと、そこに張り付いたままのストッキングとショーツが、ぐちゅっ……と音をたてた。

「あっ……！　尊生さっ……」

　そのまま口を動かし、じゅるっ……じゅる……っと吸い上げる。そのたびに秘裂の中で愛液が蠢き、まるで軟体が割れ目を這いずっているような刺激が加わる。

「あぁっ、あっ……！」

　もどかしく甘美な快感だった。布越しの愛撫をされたことがないわけではないけれど、今までのどれよりもゾクゾクする。あふれ出たものを吸われているはずなのに、新たな潤いが湧き出してくる。

「ダメッ……ダメェェ……！」

　軟体のごとく這う液体は淫核に絡まり、顔を出す秘芽に覆いかぶさってその身を擦りつける。濡れた布が張り付きこすられる刺激と合わさって、咲帆の官能が降伏した。

「あぁぁん……！　やっ、やあぁ──！」

　腰がビクリと跳ねる。久しぶりの絶頂感に頭がクラクラした。

「咲帆がイク声、やっぱりイイ。もっと聞きたい」

　スカートを取られ、やっとストッキングとショーツが脚から抜かれる。お尻から内腿まで濡れていたようで、脱がされる際、肌に張りついて少々手間取ったようだった。

　内腿を大きく広げ、再び尊生が吸いついてくる。舌を使って膣孔をえぐると、入り口に心地よいくすぐったさが広がった。

「ふぅ、ンッ、ぁぁっ……」

　その心地よさのまま声をあげ、両腕を伸ばして尊生の頭を撫でる。指に髪を絡め、甘美な刺激に見舞われるたび彼の頭を押すようにして背を反らした。

　空気を含むせいなのか、量が多いだけなのか、じゅるっ、じゅるっといやらしい音をたてて、愛液をすすられる。

「咲帆の汁は最高に美味いな」

「好きだよね……、尊生さん、ソレ……」

「大好き」

　強い吸引で、心地よさが痛いくらいの刺激に変わり、それが快感にすり替わる。それは一瞬にして咲帆の官能を弾けさせた。

「やぁぁっ……──！」

　足に力が入り、腰が浮く。達したせいで蜜口がパクパク入り口を震わせる。そのたびに新しい潤いを吐いた。

「咲帆は感じやすいし濡れやすいし。感じてぐっちゃぐちゃになって俺を迎えてくれる。最高なんだ、それが。思いだしただけで、イきそう」

「もぅ……、エッチなんだから……。見かけによらず……」

「咲帆だって、見かけによらず、すっ……ごくエッチだよ」

　大きな手が両方からお尻を持ち上げ、揉むように指を動かしながら腰を上げる。「すっ……ごく」と溜められると咲帆のほうがいやらしいと言われているみたいだ。反論したかったのに、体勢を大きく変えられたのに驚いて声が出なかった。

　背中を尊生の膝に支えられ、腰がほぼ垂直に上がる。両脚が彼の肩にかかると、ちょうど股間が彼の顔の前だ。迷うことなくそこに顔を埋められ、まだしどどに濡れそぼる蜜床を舐めたくられた。

「はぁぁ……ああんっ！」

　踊る舌が慣れた場所とばかりに動き回る。秘唇の襞もお尻の谷間も躊躇なく彼に征服されていく。

「ハァ……あっ、ダメ……ダメェ、また、イっちゃ……」

　シーツを掴んで飛び跳ねるようにあえぐ咲帆の反応を尊生は逃さない。舌で淫核を擦り潰したかと思うと、淫粒を舐めたくりながら吸い上げた。

「あぁぁっ……！　そこ、ダメェ──！」

　続けざまの絶頂に意識が飛んでしまいそう。それでも、まだ駄目、まだ足りないと身体が疼いている。

（だって、まだ、尊生さんの……もらってない）

　きゅうっと子宮が疼く。シーツに腰が下ろされ、尊生がなにかしようとする前に上半身を起こした。

「たかおさんっ」

「どうした？　イかされてばかりで怒ったか？」

「脱いでくださいっ」

「ん？」

「尊生さんだけ裸じゃなくて、嫌ですっ」

　上は脱いでいるが、トラウザーズを穿いたままだ。それもフロントがかなり張り詰めていて、慣れた仲でも見るのが申し訳ない。

　膝立ちになる尊生の前に座ってトラウザーズのファスナーを下ろそうとした咲帆だったが……、あまりにも張り詰めすぎていてきつい。無理に下ろして〝挟んでしまったら〟……などの考えがめぐって手が止まった。

「下ろすのは俺がやるから、咲帆、脱がせてくれるか？」

　気を遣われてしまった。脱ぎやすいようにか尊生が一度ベッドを下りる。彼の後ろ姿を見ていると、ちょっと腰を引いてゆっくりファスナーを下ろしたのがわかった。

　咲帆を見て、クイクイッと片手で手招きをする。「脱がせてくれるか？」と言っていたので、ここからは咲帆の仕事らしい。

　ベッドを下りて尊生の前に膝立ちになり、トラウザーズに手をかける。必然的にそこで大きく盛り上がるものが目に入り、恥ずかしさ半分にチラッと彼を見上げた。

「……苦しかったんじゃないですか？　どうして脱がなかったんです？」

「咲帆にさわるのに一生懸命で、忘れていた」

　嬉しい理由だ。自分のことを後回しにしても咲帆に触れていたかったなんて、そんな言葉を聞いただけで子宮が疼く。

　トラウザーズはよかったのだが、下着を下げる際、熱り勃ったモノが勢いよく顔を出したので少しだけ驚いた。

「初めて見たわけじゃないだろう」

「元気よすぎて……ちょっとびっくりして……」

「元気もよくなる。こんなことをするのは一年ぶりなんだから。咲帆だってぐちゃぐちゃだっただろう？」

「え？」

　つい驚いた顔で尊生を見上げてしまった。その意味を悟ったのか、彼は困った顔で笑う。

「どっかで、女遊びでもしていると思ったのか？」

「あの……」

「海外出張で綺麗な女の人はいたかとか、パーティーのコンパニオンに好みの女性はいたかとか、ずいぶん絡むなとは思ったけれど」

　──思わないわけがない。

　尊生は、容姿も家柄も身分もパーフェクトな人だ。

　そんな人がフリーになって、周囲の女性が放っておくわけがない。

　実際……、一年前、咲帆と結婚すると決まったときだって……。

「他の女なんか抱くわけがないだろう。俺には、咲帆がいるのに」

　頭に尊生の手がのる。優しく撫でられ、髪が彼の指に絡まる。胸がジンッとして……泣いてしまいそうだ。

　しかしここで泣くわけにもいかず、咲帆は目前でそびえ勃つ尊生自身に手を添えると、彼の陰嚢の裏から舌を這わせた。

「咲帆……」

　ちょっと驚いたのかわずかに腰を引きそうになったが、尊生は咲帆の頭を撫でて彼女がするように任せた。

　────そうだ、この感じ……。

　咲帆から口淫に及ぶときは、必ず尊生が頭を撫でていてくれた。尊生が喜んでくれている気がして、撫でられるのが好きだった。

　肉玉を片方ずつ口に含んで転がす。そそり勃つ強靭な肉を片手で撫でさすり、その熱さにドキドキした。

（わたしにさわって、こんなに興奮してくれたんだ）

　そう思うと腰の奥がずくんと重くなる。あたたかい感触が走って、自分がまだ蜜を垂れ流しているのを感じる。

　だがこれは、尊生の欲棒に触れて欲情した証拠だ。恥ずかしいことではない。咲帆だって、こんなことをするのは一年ぶり。

　もとより、咲帆の身体は尊生意外を知らない。

「ハァ……ぁぁ」

　甘い息を吐きながら剛直の根元をしゃぶる。片手で肉の袋を優しく揉みこんだ。

　この位置ではここまでの行為が精一杯だったが、尊生がベッドに腰掛けてくれたことで先端から咥えこむことができた。

「んっ……う、ふぅ」

　ぷちゃぷちゃと音をたてながら、口腔で肉の棒を擦りあげる。先端で唇を止めて雁首を絞めると、尊生が小さく腰を震わせるのがわかる。

　感じてくれている。そう思うと胸の奥が熱くなった。

（嬉しい……）

　先端をしゃぶって遊んでいると、尊生が両手を伸ばして咲帆の胸の先端をいじる。柔らかく乳首をつままれ、弾かれて、くすぐったくて気持ちよくて、なんともいえない嬉しい気持ちになった。

（そうだ、新婚なんだから）

　きっと、こうやって愛し合いながらじゃれていても幸せを感じているはず。きっと、なんでもしてあげたい、悦ばせてあげたいと思うはず。

　咲帆は唇を外すと、彼の股間にぴったりと身体をつけ、両胸を寄せて尊生自身を挟みこむ。

　そんなに胸が小さいほうではないと思ってはいるが、特別大きいわけでもない。しかしながら、他は見たことがなくても尊生の雄棒は大きいほうではないかと思う。──結果、まるっと包みこむのは無理だった。

「あ……わたしの大きさじゃ、むりかぁ……」

　照れ笑いをして彼を見ると、ひたいにキスをされた。

「大丈夫。充分だ」

「そうですか……？　あの、昔観た、ちょっとエッチなやつ、あの、ラブホテルでテレビをつけたらいきなり始まっちゃったやつ……、あれ、もっとこう、全部包み込んでいた気がして、いや、あの女の人が爆乳すぎるっていう気もしましたけど……」

　思いだしてしどろもどろになってしまう。興味はあるけどラブホテルに入ったことがないと言ったとき、尊生が連れて行ってくれたのだ。普通のホテルとちょっと違う設備が物珍しくて、あちこちパネルをいじったらテレビがついてしまった。

　それも、洋物のアダルトビデオだったのである。改めて、海外の女性のバストサイズには驚いたものだ。

　もちろんそのときは、連れて行ってもらった、だけでは終わらなかったのだが……。

「覚えていたんだ？　あれ」

「はい、結構な衝撃だったし、ああやって挟んだら、男の人って気持ちいいのかなって、ちょっと思って……」

　上目遣いでチラッと尊生を見る。

「やっぱり、包み込まないと気持ちよくないですよね」

「そんなことはない。咲帆が自分の胸でこんなことをしてくれてるって思うだけで、正直、結構限界」

「そうなんですか？」

「うん、かっこ悪いところをみせたくなくて平気な顔しようと必死になってる」

　とはいうものの、にこっと余裕の笑みを見せる尊生を見ていると、本当は余裕なんじゃないかと感じる。

（気を遣って言ってくれてるんじゃないかな）

　咲帆は例のビデオの真似をして、胸で挟んだ熱棒を扱いてみた。

「……さほっ」

　意表をつかれた声を聞いて、もしかして、と思う。そのまま柔らかな肉の塊で彼の雄茎をこする。寄せた胸の谷間から先端が覗くと、なんだかそれがとても愛しく感じた。

（こんなに熱くなるんだ）

　こすればこするほど、滾りが熱くなっていく。尊生に気持ちよくなってもらえるだろうかと思ってしていることなのに、咲帆のほうまで気持ちよくて体温が上がってきた。

「あっ……ぁ、ハァ……」

　息が荒くなってくる。胸が疼いて、さわられない乳首がじくじくする。

「咲帆っ……そろそろ、離せ……」

　ちょっと苦しげな尊生の声が聞こえるが、この快感に没頭するあまり動きを止められない。

　これは自分のものだと胸で包んで主張している気分。花芯の疼きに絶えられなくて太腿を締めて擦り合せると、突き刺すような快感が生まれる。それが気持ちよくて、止められない。

「はぁ、あ……ァっん。たかお、さん……」

「さほっ、駄目だっ」

「え？」

　聞いたことのない、切羽詰った声。さすがに何事かと顔を上げる。──その瞬間……。

　びゅるっびゅるっ……っと、なにかが顎の下から首に飛び散り……、胸の上にあふれた液体がたらりと流れた。

「あー……」

　やってしまったと言わんばかりにうめき、尊生が大きく息を吐く。

「すまない、咲帆。……かっこ悪いことに……、我慢できなかった……」

「え……？」

　なんのことかと気づけたのは、独特のにおいが鼻をついたからだ。胸に目を向ければ、谷間に挟んだ切っ先の小さな口から白濁とした液体があふれている。

「平気なふりは、やっぱり無理だったな。咲帆の胸、気持ちよすぎだ」

　ちょうど足元にあった自分のシャツを拾い上げ、尊生は咲帆の顎や首を拭う。フリどころかまったくもって平気に見えていたというのに。彼は本当に必死だったようだ。

「顔にかからなくてよかった。あとで、風呂で洗ってやるからな」

　ホッとしつつ、申し訳ないとばかりの苦笑い。胸の上まで自分のシャツで拭ってくれる彼を見ていると、胸がきゅんきゅんして痛い。

　咲帆はまだ胸で挟んだままの切っ先に唇をつける。舌で丸い表面を舐め、小さな唇にちゅっと唇をあてて出きらず溜まっていたぶんを吸い取った。

「こらっ、咲帆っ」

　小刻みに彼の腰が震えたのがわかる。精を噴いたばかりの雄には少々刺激のある行為だったのかもしれない。

　尊生はハァッと息を吐き、咲帆の頭を撫でる。

「どうしたんだ。そこまでしてくれるとは思わなかった。……いやじゃないか？」

　咲帆は左右に首を振る。

「だって、新婚だから……」

「ん？」

「幸せな気分に便乗して、なんでもできるんじゃないかなって……。いつもは恥ずかしくてできなかったことも、できそうって思ったら……。尊生さんこそ、ここまでされたら……いやでしたか？」

「そんなわけがないだろう」

　即答してもらえて、嬉しくなってくる。「えへっ」と照れ笑いをすると、尊生が脇に両手を添えた。

「咲帆、おいで。俺に跨って」

「あ、はい」

　ドキッとする。これは挿入の合図の可能性が高い。

「でも、尊生さん、今ダしちゃって……」

　控えめに言いながら胸を離す。……精を放ったはずのそれは、なんのことかといわんばかりに雄々しくそそり勃っていた。

「一回で終われると思っていた？」

「……そういえば、そうでした」

　軽く肩を上げて納得。恋人時代も、肌を重ねて一回で終わったことは……ない。

「もうひとつ大事なものを忘れるところだった」

　軽く身を乗り出した尊生が、ベッドサイドテーブルの小引き出しから小箱を取り出す。未開封らしく、小箱を覆う透明フィルムをはがした。

「あっ」

　それの正体を悟り、声が出る。尊生は中から一枚取り出し、それを指に挟んで掲げてみせてくれた。──避妊具だ。

「大事だろう？」

「はい」

　新婚でもこれは大切だ。すぐ子どもを作ろうと思っているのなら別だが。

「一年間ここにしまいっぱなしだったやつだけど、使用期限はまったく問題ないから、安心していい」

「一年間……」

　だとすれば、これはふたりで暮らしはじめてから使おうと用意していたものではないのか。

「使わないで、とってあったんですね」

「何度も言うが、女遊びなんかしていないからな」

「はい……」

　信じたい。彼は咲帆だけをほっしてくれていたのだと。

（……今は、信じなきゃ）

　信じなくちゃいけない。今の咲帆は、幸せな新婚夫婦の新婚初夜を体験しているところなのだから。

　準備を終えた尊生が、改めて手を伸ばし咲帆の両手を取る。

「咲帆のナカに、入りたい」

「うん……」

　ベッドに片膝ずつのせ、腰掛ける尊生の腰を跨ぐ。開いた脚の下には鋭い肉の刀身があるかと思うと、そのさまを想像してぶるっと身震いを起こした。

　尊生の両手が腰にかかる。下ろしてと言っているかのように力を加えられ、咲帆はゆっくりと腰を落としていった。

　蜜床に先端があたり、ドキリとしたのもつかの間。愉悦の入り口がぐにゅっと大きく広がる感触と、体内が張り詰めたものでいっぱいになる体感。

「あああぁっ、ァァンッ────！」

　急激に襲う強い愉悦に腰が逃げそうになる。挿入感で達した官能が、大きな質量を迎え入れた入り口を締め上げて震えた。

　そんな咲帆を抱きしめ、尊生は愛しげに後頭部を撫で背中をぽんぽん叩く。

「挿れたとたんにイった？　仕方がないな、そんなにほしかったんだ？」

「たか……尊生、さ、ん……ぁぁっ、入って……入ってく……ンッん」

「入ってるよ。俺のが、咲帆のナカに。ああ、本当にほしかったんだな。吸い付いて……引っ張られてすごい。もっと入ってこいって」

「入っ……て、入ってぇ……ぅぅぅん、ハァ……」

　もっと挿れてほしければ自分から腰を落とせばいい。わかっているけれど、久しぶりの快感に腰が固まって動かない。もっとほしいのに、これ以上感じてしまったら壊れてしまうのではないかと怖くなる。

　もっとほしいのは尊生も同じ。咲帆の腰を押さえ、一気に根元まで肉鞘に収めた。

「ああっ！　ああぁっ！」

　繋がった部分に力が入る。ゆるんでは入り、入ってはまたゆるみ、繰り返しているうちに蜜壷に甘い快感が溜まってきた。

「あっ……尊生さん、いっぱい……ンッん」

「咲帆のナカ、さいっこうに気持ちイイ」

「ンッ、あっ、わたし、も……」

　少しずつ腰が揺れはじめる。前後に擦り動かし、小さく回して、蜜筒に収まる滾りの質量と熱さを堪能する。

「あぁぁ……ああっ、イイっ、ぁンッ！」

「いい調子で腰が動いてる。気持ちイイ？　もっと？」

「んっ、んっ」

　言葉にならず、咲帆は首だけを縦に振る。前後に動くと秘芽が彼の肌で擦れて秘密の快感が広がる。自分で強さを調節できるぶん、癖になる快感だ。咲帆は股間をすり合わせるように腰を動かした。

「あっ、ンッ、尊生、さん……気持ち……イイ、イイよぉ……」

「感じてもっとほしがってる咲帆、すごくかわいい。俺ももっと咲帆がほしい。いい？」

「いい……いい、キて、いっぱい……あぁぁん」

　直後、ガンッと大きな突き上げが襲い、大きく背中が反った。倒れてしまわないよう彼の上腕を強く掴む。

「ああっ！　あぁっぁ！　気持ちイ……ぁぁあんっ！」

　突き上がってくる剛強にあわせて腰を上下させる。ぱちゅんぱちゅんと強く肌がぶつかり、蜜液が飛沫になってお互いの腹部まで濡らす。

　見て見てといわんばかりに揺れ動く乳房の片方に吸い付いた尊生が、興奮のまま強く吸引し何枚もの赤い花びらを散らした。

「ァンっ、痕……ついちゃ、ぅンッ、ダメェ……」

「駄目じゃない。俺の妻なんだから。俺だけがつけていいんだ」

「んっ、もぉっ……あぁん────！」

　文句を言おうとした瞬間達してしまったせいもあって、まったく文句にはならなかった。

　────俺の妻なんだから。

　その言葉が、嬉しいと思えてしまうのは、未練がましい証拠だろうか。

　支えられながら一緒に立ち上がる。必然的にずるっと大きな質量が抜け出て、その刺激で腰が痙攣した。

　尊生に促され立ったままベッドに両手をつく。すぐに背後から剛直で貫かれた。

「あぁっ！　ァンッ、やぁぁっ……！」

　上がり気味になったお尻を両手で掴まれ、彼の猛々しさに繰り返し貫かれる。内奥をえぐり上壁を執拗に掻き擦って、咲帆の官能をぐずぐずにしていった。

「はぅぅ……ダメェッ、ダメッ、あぁぁアンッ！」

　肘が崩れてシーツに顔がつくとよけいにお尻が上がる。突き動かされて揺れる乳房を揉みたくられ、重なる愉悦に今度は膝が崩れてくる。

　突かれるたびに身体が前にずれていき、とうとう片膝がベッドに上がってしまった。

　片足を上げることで秘部が大きく開く。出し挿れする音がひときわ鮮明に聞こえる気がして、咲帆は腰を動かして音が小さくなる方法を見つけようとするが無駄だった。むしろ尊生には咲帆が感じて腰を振っていると思われたようで、突き込みが激しくなってしまったのだ。

「咲帆っ……いやらしいな……」

「やっ……！　違っ、なに、が、ああぁっ、そんな強くしたら、またイっちゃ……！」

「何度でもイったらいい。むしろ、そのほうがいい」

「やぁん……！　ダメ……たかおさっ……アァン────！」

　達した瞬間、立っていた脚の膝が崩れる。片膝がベッドに上がっていたおかげで、崩れ落ちることも彼の欲棒が抜けてしまうこともなかった。

　もう片方の足もベッドに上げられ、身体を前に伸ばす。うつぶせになった状態で大きく息を吐くと、横から尊生が覗きこんできて、唇を合わせた。

　ふわっといい気分になったのも束の間、まだ淫路に引っかかっていた剛強が息を吹き返し、ググッと奥を攻めてくる。

「あっ、あっ、ダメェ……そんなに、シたらぁっ、はあ、あぁっ！」

「まだまだシたいって、咲帆のナカが言ってるのに？」

「うそぉ……ぁぁぁんっ！」

「大丈夫だ。安心しなさい」

　優しい言葉をかける声とは裏腹に、彼の下半身は優しくない。痛いくらいに肌を打ちつけ、蜜窟を掻き乱していく。

「もうイきそうだし。そうしたら、一回休もう」

「い、一回……ってぇ、んんンッ、はぁんっ」

「ゴムも開けたばかりだし」

「もぉっ、ほんとにっ……ぅぅんっ、あっ、やっ、やっ、またっ……！」

　文句も言わせてもらえない。

　繰り返しやってくる絶頂の波に逆らえなくなっている。

　快楽でわけがわからなくなってくる。全身がふわふわして、真綿でくるまれているような心地よさのなか、最強の到達感で貫かれるのだ。

「ああああっ……たかおさんっ、好き……ぁぁぁ────!!」

「咲帆っ……」

　全身が硬直し、ふっと力が抜ける。背中で腰を震わせた尊生も一緒に脱力した。

　息が乱れる。今になって全身がしっとりと汗ばんでいるのを意識できた。

　背中が熱い。特に尊生と重なり合っている部分が熱い。彼が息を乱しているのがわかる。胸が大きく動いて呼吸を整えようとしている。

　共に昂ぶり、快感を共有した。最後だけだが、達するときも一緒だった。

（嬉しい……）

　幸福感が胸に広がる。背中から首筋にキスをしてきた彼が咲帆を覗きこんでくる。

「咲帆……、最後に言ったこと、本気にしていい？」

「最後？　なにか言いました？　あ……イクついでに、なんかいやらしいこと言っちゃったとか……」

　尊生の微笑が、少しだけ寂しそうに歪んだ気がした……。

「なにか飲む？　それとも先に風呂に入ろうか。洗ってやるって言ったし」

　解決させないまま話は終了らしい。こめかみにチュッとキスをされ、くすぐったげに片方の肩をすくめる。

「明日は土曜だし、咲帆も休みだろう？　ゆっくりしような。〝新婚夫婦の休日〟だから」

「へ？」

（新婚夫婦の……休日？）

　今ごろ大変なことに気づいた咲帆に反して、尊生はニコニコ顔だ。

　──シナリオのための新婚体験は、まだ続くらしい……。







第三章 演出される甘い休日








　──何度抱かれたのか、覚えていない。

　それより、通して何十回達してしまったのか、咲帆的にはそのほうが知りたかった。

　尊生に抱かれているのだという精神的な幸せと、「新婚なんだからこのくらい当然」という尊生の基準についついほだされ、彼と快楽を共有し……。

　眠りについたのは明け方だった気がする。

　絶頂の余韻ついでに眠りに落ちた身体は、深く深く沈んでいく。

　夢もみないくらい、深くまで──────。

　そのはずなのに……。

　──咲帆が見える。

　ウエディングドレス姿で、黙ってソファに座っている。

　無表情。蒼白。膝に置いた手は握り締めたまま小刻みに震えていた。

　ずっと不安に思っていたことが、本当に起こってしまったのかもしれない。どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　今日は結婚式だ。尊生と、二人だけの結婚式。

　式のあとは二人で入籍をしに行く。婚姻届も書いて咲帆のバッグの中に入っているし、ディナーのあと、新居へ帰る前にケーキを買いに行く店も下調べはバッチリ。

　準備はすべて整っているのに……。

　尊生だけが、挙式の予定時間をすぎても姿をみせない。

　招待客はいないのだから、時間どおりではなくとも迷惑をかけることはない。それでも、式の準備をして待ってくれている式場のスタッフに申し訳ない。

　もう一時間をすぎた。連絡はまだつかない。プランナーは気を遣って何度も咲帆の様子を見にくる。「様子をみて、延期ということにいたしますか」と言ってくれるが、尊生に聞かないことには、咲帆の一存で決めていいものかわからない。

　あと十分待とう、あと五分待とう、そう自分に言い聞かせながらここにいる。けれど……。

　まだ、新郎はこない。

　手の下から離せないでいたスマホがやっと着信音をたてる。発信者は尊生だ。慌てて応答した。

「尊生さん!?　どうしたの？　今どこ!?」

　すぐに反応は返ってこなかった。なにがあったのかと不安が大きくなったとき、やっと応答がある。

『仕事』

　ただそれは、尊生の声ではない。

『あなたの相手なんかしている暇はないくらい、大切な仕事』

　女性の声だった。しかも、聞き覚えがある。

『あなたこそどこにいるの？　もしかして、二人だけで結婚式、とかいうくだらないことを本気でしようとしていたわけじゃないでしょう？　なにを考えているの、彼を誰だと思っているの？　あなた、尊生さんの人生めちゃくちゃにするつもり？』

　彼女は尊生の秘書だ。正確には第三秘書だが、縁談を進める前準備としてそばに置かれた取引銀行の頭取令嬢である。縁談候補と馴染ませるための配慮らしく、こういうことは初めてではない。

　尊生としてはひとまず一緒に仕事をしてみるが、キリのいいところで秘書課か適任と思われる課に配属し直しているらしい。

　異動させられた時点で縁談はお流れになる。会社に残るか、縁談が流れたのなら用はないと去るか、それは当人に任せているとか。

　彼女は株式関係に才があるらしく、それに沿った部署を紹介したいと尊生は言っていた。

『なにをするにも、まずは会社の面識を考えなくちゃいけない人に、二人だけの結婚式だのくだらないお花畑思考を押しつけないでくれる？　だいたい、本当にそんなものが実現すると思っているの？　自分がどんな人間か考えなさいよ、図々しい！』

　言い返せなかった。それは、尊生と幸せな関係を続けながらも、咲帆の心の中で澱みを作っていた暗い部分だったから。

『育ちも環境も価値観もまったく違う物珍しい女がくっついてきたから、尊生さんだって面白くてつきあってあげていたのに。それを本気にして結婚式まで画策するなんて。低レベルな女は考えることが汚くていやだわ。とにかく、これでわかったでしょう？　結婚するとか夢をみてはしゃいでいるのは、あなただけ』

「……尊生さんは……」

『仕事だって言っているでしょう！　彼の邪魔をしないで！　あなたと遊んでいる暇はないの、どれだけ大切な仕事をしていると思っているの!?』

「でも、本人からちゃんと理由を……」

『馬鹿なの？　馬鹿だからわからないの？　今、彼から連絡がきていないことが、最大の理由なんじゃないの』

　もっともな回答だった。かかってきたのは尊生のスマホだったのに、それを使っているのはこの女性で。

　おまけに、この大切な日に、尊生は現れない……。

『何回も何回も、しつこくかけてくるのもやめて。迷惑だわ。わかったら、さっさと帰って、あなたも仕事をなさい。いつ整理対象になるかわからない子会社なんだから、必死に頑張らないとね。……まあ、少しくらい成績が悪くても、あなたで楽しんだぶん、寛大な親会社の専務は情状酌量扱いにしてくれるでしょうけど』

　通話が一方的に終了する。スマホを耳にあてたまま、咲帆は動けなかった。

　泣きたい気持ちはあったけれど、怒る気持ちになれなかった。

　怒りが湧き上がってこない。どうしてだろう。

　──彼女が言っていたことは、咲帆の心の声だ。心の中に澱んでいたもの、そのものだ。

　その澱みが咲帆に言い聞かせている気がして、言葉も出なければ、怒りも湧かないのだ。

　一ヶ月前に出会い、出会った瞬間に恋に落ちた。

　姉たちがよく「出会ったときに『この人だ！』って思ったのよ～」と言って恋人の惚気話をした。そういってはすぐに別れてしまうのを見ては、一瞬で落ちた恋ほどいい加減だ。なんて思っていたのに。

　自分自身が一瞬で恋に落ち、そのまま盛り上がって、どんどんどんどんどこまでもどこまでも深みにはまっていった。

　尊生も同じように、同じ気持ちで咲帆を愛してくれている。「結婚しよう。いつまでも咲帆と一緒にいたいんだ」そんな言葉をくれたのは、出会って一週間後のこと。

　尊生の立場上、会社関係者を招いた大きな結婚式も必須ではあるが、それには準備期間がいる。何ヶ月も待っていられない。会うたびに離れたくないという気持ちでいっぱいになるのに。

　それだから、まず二人だけで結婚式をしようという話になった。

　結婚式をして、入籍して、その日から新居で二人で暮らそう、と。

　結婚式は、別荘地の小さなチャペル。シーズンオフで静かだし、スタッフの対応も丁寧だ。新居もすぐ決まって、家具を選んだり準備期間さえ楽しかった。

　準備は驚くほど迷いもなく順調で、仕事もしっかりしていたのに支障になるようなことはなにひとつなかった。

　そんな幸せのさなかに書いたシナリオが、のちに【シュガーハニーダーリン】のヒットに繋がったのだ。

　幸せで堪らないはずなのに。彼への愛に一点の曇りもないはずなのに。心の片隅に、かすかな澱みがあった。

　本当に、これは現実だろうか。嘘ではないか。からかわれているだけではないか。……と。

　育ちも環境もまったく違う、親会社の専務。それも跡取りだ。そんな人が、自分に本気になってくれるはずがない。

　会社や家や自身の体裁を大切にしなくてはならない人が、咲帆の要望に合わせては駄目なのではないか。二人だけで結婚式をしたり、勝手に入籍をしたり。そんなことをしてもいいのだろうか。

　周囲に反対はされないのか。「結婚に関しては、俺の一存でするって両親には言ってあるから。生活が落ち着いたら会ってくれればいい」尊生がそう言ってくれたから直接会ったことはないが、本当は会わせる気なんかないのでは。

　もしかして、幸せを感じてはしゃいでいるのは自分だけなのでは……。

　──スタッフの人たちに謝って、咲帆は一人でチャペルをあとにした。

　結婚したら。尊生と一緒に暮らしはじめたら。描いていた幸せな新婚生活のビジョン。

　それらがすべて……崩れていく。

　アパートに帰れば尊生の写真や彼からの贈り物や新居へ移す荷物があったりで、いやでも彼を思い出してしまう。帰りたくなくて、咲帆は実家に身を寄せた。

　実家の母と姉二人は、二人だけで結婚式をすると咲帆が浮かれていたのを知っている。ただ「ただいま」と帰ってきた咲帆を見て、母と姉はなにも言わず、ご飯を出してお風呂を用意して、急いで咲帆が好きなアイスを買ってきてくれたりして、なにも聞かないまま静かに眠らせてくれた。

　夜中に目が覚めて、婚姻届を破って捨てた。そして、尊生にメッセージだけを入れたのだ。




〈婚姻届は捨てました。新居や家具は尊生さんが購入したものなのでどうするかは自由ですが、できれば解約してほしいです。初めての恋愛に夢中になって、尊生さんを随分と困らせたのかもしれません。身の程をわきまえず、申し訳ありませんでした。わたしも、いつもの生活に戻ろうと思います。お仕事頑張ってください、専務〉




　すぐに既読はつかなかった。

　すぐどころか、三日は放置されていた。

　連絡がきたのは、四日後。最初は応答せずに放置していたのだが、少しくらい話をしたほうがいいだろうかと思い直す。

　自然消滅でもよかった。むしろそのほうが、自然に吹っ切れそうでよかった。けれど向こうからコンタクトを取ってきているのだ。子会社に籍を置いているという立場を考えても、無視はしないほうがいいだろう。

『会って話がしたい。君がよければ……』

「申し訳ございません、専務。詰めている仕事があります。わたしのほうは、特に話すことはございませんのでご安心ください」

『説明もさせてくれないのか？』

「説明は……していただきましたので」

　尊生は冷静を装っていたが、焦っているようでもあった。

　思った以上に咲帆が冷静で他人行儀だったので、そのせいかとも感じた。

『わかった。いずれ、改める。ただ……、不安にさせて、悪かった』

　どんな気持ちで、そんなことを言ったのか。行き過ぎたママゴトを反省したのかもしれない。一応、詫びておいたほうがいいと思ったのかもしれない。

　話はそれで終わり、それから、直接尊生に会うことはなかった。

　──つらい恋だった。

　母や姉の男運の悪さに呆れながら、結局は自分も同じ。

　恋愛をしている自分に酔って、男に溺れ、後悔だけをしている。

　それでもひとつだけ違うことがある。

　すぐに別の恋をするどころか、ほかに目がいかない。心の中から、尊生が消えてくれない。

　それではいけないと思いながら、仕事に没頭した。やがて一年、尊生とのことも完全に思い出にできたと感じはじめたころ、幸せな新婚というものを書かなくてはならないことになり……。

　リテイクに次ぐリテイクの果てに……。

　親会社の専務から呼び出しがかかったのである……。

（──それから、どうしたんだっけ……）

　うとうとと、意識が揺れている。

　眠りから覚めたようで、まだ眠っているようで。

　起きているのか眠っているのか、わからない状態。

（今……なにか、夢をみていたような……）

　ほんの少し前まで覚えていたような気がする。なにか夢をみていた。けれど、みていなかったかもしれない。

　これ自体が夢だろうか。目覚めかかった自分がいる、という夢をみているのではないか。

「ん……」

　喉に意識を持っていくと、声が出た気がする。本当に出たかは、わからない。

「咲帆……」

　優しい声が聞こえる。大好きな声。耳障りのいい、聞いているだけで体温が上がる、名前を呼んでくれるときの愛しいトーン。

「起きたのか？　咲帆」

　背後でごそごそと動く気配。身体が温かい。寝具の感触と……人の肌の感触。

（そうだ、昨夜は……）

　だんだんと思考が回って、けれどけだるさがそれを阻み、それでも背後から抱きつく肌のあたたかさに意識が持っていかれる。

　ゆっくりとまぶたが上がる。顎を支えられ、顔が動く。

「おはよう、咲帆」

　うっすらと目に映ったのは、求めてはいけない、忘れられない愛しい人。

　────尊生さん……。

　唇があたたかい。とても心地よいキスに、セロトニンが大量分泌していく。

（これも、夢？）

「寝起きがかわいいからこのまま襲っちゃいたいんだけど、とりあえず昼だし、一度起きないか？」

　──夢では、ないらしい。







「明け方までセックスして昼まで寝てるって、なかなか新婚っぽくていいんじゃないか」

　楽しげに笑われても、とっても困る。いや、照れる。

　超ご機嫌な尊生を前に、咲帆は照れ隠しも込めてコーヒーをすすった。

　心もち、いつもより飲みかたに気を遣う。こぼさないように気を使ってしまうからだ。

　ダイニングテーブルで尊生と向かい合う咲帆は、尊生に借りたワイシャツ一枚を素肌に羽織っている状態だ。ベッドから出てシャワーを浴びたのはいいが、下着、特にショーツは穿けるような状態ではない。

　昨日の服を着るのもなんだから、ということで尊生がワイシャツを貸してくれた。

　尊生は百八十センチを超える長身だし、咲帆は百六十センチあるかないかだ。彼のシャツはやはり大きくて、彼のものを借りているのかと思うと照れくさい。

（そういえば、こういう服装のシーン、書いたことあるな……）

　入社したてのころの、萌え系のゲームシナリオだった。萌えの意味はなんとなくわかるものの、いまいちハッキリせず。おまけにちょっとだけエッチでドキッとする萌え系とのことで、よけいにわからなくなった。

　悩んだあげく、萌え系専門とまでいわれている男性プランナーに聞いたのだ。「女の子の、どんな服装だエッチだと思います？」と……。

　今考えると、新人がベテランにとんでもないセクハラを仕掛けたようなものではないだろうか。

　笑って「彼シャツ一枚の女の子！」と答えてくれたプランナーは、本当にいい人だ。

「まともな材料もないし、着替えてランチにでも行こう。とかくにランチビュッフェが美味いビストロがあるんだ」

「ビュッフェ、ですか？」

「ああ、明け方まで頑張ったし、シッカリ腹ごしらえしとかないと」

　はははと笑いながらコーヒーカップをかたむける尊生は、非常に楽しそうだ。少々返答に困る言葉を聞いてしまい、咲帆は照れ隠しにコーヒーをすする。

「ランチのあとは買い物かな。食材も買いに行かないと。今夜は俺が作るから楽しみにしていて」

「ええっ!?」

　驚きと焦りが一緒になって、大げさなくらい驚いた声を出してしまった。ついでに持っていたコーヒーカップが大きく揺れ、液体を胸元にこぼしてしまう。

「きゃっ、ご、ごめんなさいっ」

　慌ててカップを置き、立ち上がる。シミになる前に拭くものを取りに行こうとしたが、その前に止められた。

「そんなに慌てるな。どうせ脱ぐんだから拭かなくていい」

「えっ、今するんですかッ!?」

　脱ぐ、に反応して思わず立ち止まり両手で腕を抱く。しかしこれからランチに行くといっていたのに、コーヒーをこぼしたからといってそれはないだろう。

「シてもいいけど。起き抜けにデきなかったし」

「それはっ、あのっ」

　真面目に受け取られるとよけいに焦る。すると、尊生がとうとうおかしそうに笑い出した。

「ランチや買い物に行くのに、シャツ一枚じゃ行けないだろう？　脱ぐ、っていうのはそういう意味」

　ぐうの音も出ないとはこのことか。

（ですよねー）

　恥ずかしながら納得するが、それには少々問題点がある。

「あの、それでしたら、せめて下着を……洗う時間がほしいなと……。ちょっと、昨日のままでは……穿けない、といいますか……」

　言いづらい。非常に言いづらいが、下着なしで歩くのはいやだ。

　恥ずかしいのを耐えて言葉にしたというのに、尊生の返事はあっさりしていた。

「洗わなくても、別なものを使えばいいだろう」

「も、持ってきてませんよ。まさかここにくるとは思わなかったし、そんなことになって、あんなことしちゃって、こんなことになるなんてっ」

（なに言ってんのわたしっ！　意味わかんない！）

　シナリオが思いつかなくてテンパってるときのようになってしまった。落ち着け落ち着けと軽く胸を叩いて深呼吸をする。

「おいで」

　立ち上がった尊生が咲帆の手を取って寝室へ向かう。「スるんですか？」と言いそうになったが、先ほどから先走りばかりしているので、ここはグッと抑えた。

　大きなウォークインクロゼットの前に立ち、親指で扉を示す。

「中に、咲帆の服がある。下着も未使用のがそろっているはずだから、どれでも使うといい」

「どうして……わたしの服？」

「一年前に新居を決めたころ、住むところが新しくなるからって言って、洋服やらなんやら新しいものをそろえただろう？」

「あっ……」

　いまさらだが思いだした。浮かれていたせいもあったが、尊生と一緒に結構な枚数を選んでいた覚えがある。新居や家具と一緒に処分したくらいにしか考えていなかった。

　片手で口を押さえ、気まずくて上目遣いになった。

「すみません……。まさかとってあるとは。これって、全部尊生さんに買っていただいたものでしたよね……」

「選ぶの楽しかったな。特にブラジャーなんかは俺の意見が優先されたし。そういえば、ベビードールなんかも選んだっけ。スケスケの、ちょっとエロいやつ」

「……忘れてください」

　恥ずかしい。

　あのときの自分のテンションが恨めしい。尊生相手なら、なんでも許せる気持ちだった。

「昨日の服といっても仕事帰りの服で味気ないし、かわいい恰好で、新婚夫婦の休日・ランチ＆買い物編、といこう」

「……なんですか、その女性向け雑誌の特集記事みたいなの……」

「となると、俺も『旦那さんかっこいい』って言ってもらえるような服装をしなくちゃいけないな」

「尊生さんは、貫頭衣で歩いたってかっこいいですよ」

「かんとう……」

　一瞬考えこんだ尊生だったが、すぐに察したらしく楽しげに笑い出す。

「そうか？　じゃあ、それっぽい服にするか」

「も、持ってないでしょう？　そんなの。持っていてもやめてくださいっ」

「それじゃあ、咲帆に選んでもらおうかな。そうだ、お互い着せたい服を選ぶのはどうだ？　あー、でもそうすると俺のほうが迷いそうだな。今のシャツ一枚もさいっこうにかわいいし」

「そういう調子のいいことばかり言って……あれ？」

　照れるあまり拗ねた口調になってしまうが、ふと、気づいたことがある。

「尊生さん、ここに服が残っているなら、どうしてシャツを出す前に教えてくれなかったんですか？」

「ん？　〝彼シャツ一枚の女の子〟って、かわいいだろうなと思って。咲帆にやってもらいたかった」

「そういうの、好きでしたっけ？」

「咲帆が担当したシナリオの女の子キャラがやっていて、かなり評判がよかったみたいだから。確かに、男性ウケのよさそうなキャラとストーリーだった」

「だった、って……。もしかして読んだんですか？　かなりマニアックなゲームですけど……」

　尊生が萌え系のゲームをジッと読んでいるとか、ちょっと想像しにくい。いったいどんな顔をしているのだろう。もしやプレイしたとかでは。

「もちろん。咲帆がシナリオを担当したものは、すべて読んだ。プレイもしたぞ。いいシナリオばかりだ」

　……反応に困る。でも嬉しい。

　とても複雑な気分だ。こんなことを言われてしまったら、喜んで彼好みの恰好をしてしまいそう。

「楽しみだな。以前もよく一緒に食材の買い物に行ったのを思いだすよ」

　肩を抱き寄せられ、咲帆も当時を思いだした。

　一緒に買い物に行って、どのキャベツが一番重いかで迷って、このニンジンが大きい、こっちは形がいいと、他愛のないことを言い合って。

　本当に、楽しかった……。

　昔のことを思い出してしんみりしそうになったが、買い物と関連づいたもうひとつの驚きを思いだす。

「そういえば、さっき、真相を確かめずにはいられない言葉を聞いた気がするんですけど」

「なに？」

「……今夜は俺が作るから楽しみにしていて、とかなんとか」

「言ったけど？」

「作れるんですか？」

「昨夜、つまみを褒めてくれたばかりだろう」

「それはそうですけど、おつまみと食事じゃ、ちょっと違うし」

　こつんと、尊生が頭をぶつける。

「食べさせたい人ができれば、練習もするだろう」

　それは誰のことだろう。咲帆のことだろうか。そう思ってもいいのだろうか。心臓が期待の鼓動を刻むものの、咲帆はそこでスッと思考を切り替える。

「食べさせたい人ができたから、料理が上手になった旦那さん。……それ、シナリオに使えそうですね。ありがとうございます」

「……そうか」

　仕事に転換してしまったことに、少し残念そうな声。

　そう聞こえたのは、気のせいだろうか。







　冗談かと思ったのに、尊生は本当に咲帆の服を選んでくれた。

　淡いピンクのワンピース。色とバックリボンだけならかわいすぎるところ、フレアスカートにシックなグレーの花柄が入っていることで上品な雰囲気がプラスされている。

　こうなってしまうと、咲帆も尊生の服を選ばなくてはならない。

　しかし本人にも言ったが、彼は貫頭衣を纏ったってキマル人だ。いっそいつもみたいにスーツでもいいような気もするが、休日っぽくない。

　結局、テーラードジャケットにＶネックカットソー細身のボトムス、という取り合わせにしたのだが……。

　咲帆の贔屓目で見なくても、むちゃくちゃカッコいい。

「えー、ちょっと、あの人カッコいいっ」

「モデル？　えっ、芸能人？」

「でも彼女が一緒」

「マネージャーじゃないの？」

　ランチのビュッフェから食料品の買い物まで、何度こんな会話を耳にしたことか。

「相変わらず、モテますね」

　イチゴのパックを片手に、軽く息を吐く。隣では尊生がステーキ肉を買い物袋に入れていた。

　買い物を終え、専用台でカゴから袋に移し替え中。尊生はパックものや重たいもの担当。咲帆は比較的軽いもの担当、である。

「なにが？」

「むちゃくちゃ注目されていましたよ。『あの人カッコいい』って」

「いつ？　気がつかなかった」

「尊生さんには日常ですからね。気がつかなくても仕方がないですけど」

「咲帆」

「はい？」

「やきもち？」

「や、やきもちって、そんなわけないでしょうっ」

　と言いつつ、かなり慌ててしまった。あわや卵のパックを落とすところだ。

「身が持ちませんよ。そんなの気にしていたら」

　本当にそうだ。つきあっていたころも、一緒に出かければ尊生に女性の視線が集まる。最初のころはちょっと気になったけれど、数日で慣れて「そうでしょう、わたしの彼氏、かっこいいでしょう！」と心の中で自慢するようになっていたものだ。

　それなのに、今は少しだけイラッとしてしまった。──わたしの彼氏、と言える間柄ではなくなっているからだろうか。

「そうか、『わたしの旦那さんはかっこいいんだから』っていう妻の自信ってやつだな」

「はぁ、まぁ、そうですね」

　都合のいい解釈をされてしまったが、間違いではないだろう。

「じゃあ、俺はまだ修行が足りないのかな」

　詰め終えた自分の袋を持ち、咲帆が詰めていた袋も手にする。軽いほうの袋は持とうと思っていたのだが、カゴを戻しているうちに尊生が歩き出してしまった。

「尊生さん、こっち、持ちますよ」

　袋の持ち手を軽く掴むが、やはりというか予想通り尊生の手は離れない。立ち止まったので顔を向けると、彼がジッと咲帆を見ていた。

　なんだろうと小首をかしげる。尊生がムッとしたように見えたのでドキッとした。

（もしかして、買い物袋くらい持たせろ、とか思ってる？）

　女には絶対に荷物を持たせない男のプライド、というものもあると聞いたことがある。しかし尊生はそのタイプではなかったと思っていたのだが。

「なんで、そんなにかわいいの」

「は？」

「すれ違う男が、目で咲帆を追うんだ。何人も。かわいいからだな、とはわかってるんだけど、……むかつく」

「え？　あ……」

　なんと答えたらいいものか。まさかこんな言葉をかけられるとは、予想外すぎる。

　しかも尊生の顔が、ムッとしているというより拗ねているように見えてきて、胸の奥がきゅんきゅんする。

（尊生さん、こんな顔する人だっけ？　いや、待って、これやきもちだよね。尊生さんがやきもちって！　かわいいいんですけど！）

　予想外に「かわいい」などという思いがめぐってしまい、咲帆のほうが焦りはじめる。頬が熱くなってきているのに、顔どころか目をそらすこともできない。

　すると、掴んでいた袋の持ち手が片方だけ外れる。必然的にそれだけをシッカリ掴むと、尊生が歩き出し咲帆も続いた。

　ひとつの袋を、持ち手を分け合って持つなんて、恋人同士だったとき以来だ。

「駄目だな。俺の奥さんかわいいだろ、っていう自信より、ジロジロ見るな俺のだぞ、っていう気持ちしか起こらない。心が狭いっていうか、余裕がないんだな」

「……尊生さんは、わたしよりずっと余裕のある大人ですよ」

「そう？　咲帆の胸にダしちゃったけど？」

「あっ、あれは、仕方がないことですっ。わたしもやりすぎたし」

　よみがえる昨晩の痴情。酔っていたせいなのか、気分がのりすぎていたせいなのか、……感じすぎていたせいなのか。

「すぐ思いつくのもすごい。もしかして気にしていた？」

「す、少し……」

　少しというか、結構気にしていた。あそこまでやってしまったのは初めてだ。

「気にしなくていいのに。俺は嬉しかったし」

　駐車場に入り、車の前で荷物から手を離す。荷物を積みこんでから尊生が笑顔で振り向いた。

「咲帆はいやだった？」

「そんなことは……！　ないです。尊生さんが喜んでくれたなら、わたしも嬉しいし」

　いやだったから気にしていたとは思われたくなくて、いささか必死に言葉を出す。

　尊生が感じてくれて嬉しかったのは、本当だ。

「じゃあ、してもらえるとスッゴク嬉しいリクエスト、してもいい？」

　助手席のドアを開けながら聞いてくる。

「いいですよ。なんですか」

　乗る前に聞こうと、身体の前で握りこぶしを作る。聞く気満々の態度で待ち構えた咲帆の耳元に、尊生が唇を寄せた。

　その言葉が発せられ、──徐々に、頬が熱くなっていくのがわかった。







　新婚の休日って、本当にこんな感じなのかもしれない。

　買い物ついでにランチをして、帰ってきたら二人で片づけ。尊生が浴室の掃除をしてくれているあいだ、咲帆は寝室を整えた。

　シーツがかなり乱れていて恥ずかしくなりつつ、当然だか交換は必須。脱ぎ捨てたものは朝のうちに片づけたものの、ゴミ箱の袋を代えようとして、恥ずかしさ再び。

（……何個、使ったんだろう……）

　自分ひとりしかいないのに、直視するのが照れくさい使用済みのゴム。未開封のものがあってよかったとしか言いようがない。

　軽く掃除機をかけてリビングへ戻ると、先に終えていた尊生がお茶の用意をしていてくれた。

　出かける前に仕込んでおいた水出しグリーンティー、和三盆のカステラ。

　テレビから流れる、興味はあったんだけど観ていなかったドラマ。おしゃべりをしながらなんとなくつけていただけだったのに、いつの間にか二人とも真剣に観ていた。

　続きが超絶気になるところで来週へ続く。二人で続きを予想しながら夕食の用意をした。とはいえ、作ったのはほとんど尊生で、咲帆はお手伝い程度。

　彼が用意してくれたステーキは焼き加減が最高で、付け合せの温野菜まで美味しい。

「店出せますよ」

　本気で言う咲帆。

「食べさせたい人以外には作れないから無理」

　こんな言いかたをされたら、自分がその「食べさせたい人なのかな」と自惚れてドキドキしてしまう。

「このイチゴ、最高に美味い。世界一美味いんじゃないか。練乳のかかり具合も最高」

　尊生が大絶賛のイチゴを用意したのは咲帆だ。とはいっても、ヘタを取って洗って半分に切って皿に盛って練乳をかけただけ、である。

「食べさせたい人のために用意したから、当然ですっ」

　ドキドキさせられたお返しと思って言ったのに、尊生は勢いよく立ち上がり興奮を見せる。

「それ俺！　俺で間違いないね！」

　自信満々である。思わずイチゴが喉につまりそうになった。

（少しは〝自惚れかな〟とか、ドキドキする、とかないんですか！）

　ちょっとだけ責めてみるものの、すぐに自分が間違っていることに気づく。

　──あるわけがない。

　誰から見ても素敵な男性。自惚れなくたって、女性の好意は自分に向くことを知っている。彼がドキドキしなくたって、相手がドキドキするから十分なのだ。

　今の咲帆のように。

　素敵で、素敵すぎて。好きになりすぎて。その人に愛されているという妄信が、咲帆を尊生という人の深みにはまらせ、彼以外を見えなくした。

　今も、この新婚体験が楽しすぎて、夫役の彼の態度が素敵すぎて、──現実が見えなくなりかかっている気がする。

　こんなことではいけない。これはあくまで〝幸せな新婚〟の体験なのだ。

「後片づけは俺がしておくから、咲帆は先に風呂に入ってくるといい」

　尊生がそう切りだしたのは、夕食も終わりに近づき、美味しいものを作ってもらったのだからお茶でも淹れようと思っていたときだった。

　さすがにそれは甘やかしすぎでは。そう感じ、ちょっとムキになる。

「駄目ですよ。一緒にお片づけしましょう。新婚なんでしょう？　きっと、一緒にキッチンに立って片付けているあいだもイチャイチャしたいに決まってます」

「イチャイチャ……」

「あっ！」

　ちょっと盛りすぎた。そこまで言わなくてもいい。

「いや、あの、一緒に片づけをしていても楽しいだろうなって意味で……」

　かなり違う。あたふたする咲帆に、尊生はふっと微笑みかけた。

「それもいいけれど、ほら、咲帆は〝準備〟があるから」

　彼の言葉の意味を悟り、徐々に頬があたたかくなってくる……。

　大切な〝準備〟を思いだしたのだ。

　彼が「してもらえるとスッゴク嬉しいリクエスト」の準備である。
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　尊生が後片付けをしているあいだに咲帆が浴室を使うということは、当然入浴は別々である。

「本当は一緒に入りたいけど、早く準備してほしいし」

　というのは彼の本音だろう。咲帆も悟って、一人で入浴を済ませ、肝心の〝準備〟に取り掛かった。

　準備といってもたいしたことではない。決心がつけば五分もかからない。

　一年前、ノリと盛り上がりで購入を許してしまった、スケスケのベビードールを着てベッドで待っているだけである。

（うわーーーー！　よくこんなの一緒に選んだうえに着てもいいとか思ったなぁ、あのころのわたしってば！！！！！）

　そう思って過去の自分を戒めるしかない。

　淡いピンクのベビードールは、下胸ラインのリボンやウエストの周囲にめぐらされた刺繍が豪華で、ウエストから二枚の布が膝上までフレア状に垂れ下がっている。

　つまりは両脇スリットなのだが、付属のショーツがＴバックで両サイドを結ぶ仕様。

　圧倒的に、布、が足りない。

　クロゼットの扉に付属した鏡で全身を確認する。左右、前、うしろ、どこを見てもやはり……。

（布、少なっ）

　とはいえ、特にアダルトグッズの店で購入したわけではない。フランス直輸入、正規のランジェリーショップだった。値段も、咲帆の独断では間違っても買おうなんて思わないレベルだったから覚えがある。

（恋愛の盛り上がりって……こわい）

　今になって、あのころの自分を覚めた目で見てしまう。

「咲帆、お待たせ」

　なんだかんだと鏡にかじりついていると、入浴を終えた尊生が寝室に入ってきた。

「わっ」

「わわっ！」

　二人で同じような言葉を発するが、驚きは咲帆のほうが大きい。

　尊生がタオル一枚だからだ。それも腰に巻いているとかではなく身体を拭きながらなので、実質全裸のようなものである。

　反して、尊生のほうは驚いたというよりは嬉しくて大きな声が出てしまった、という感じ。速足で近づいてくる

「かわいいな、咲帆。思ったとおり、よく似合う」

「あ、ありがとうございます。でも、尊生さん、なんで裸なんですか」

　顔をそらし視線を落とすと、彼が背後に立つ。咲帆の両肩に手を置いた。

「どうせ脱ぐし」

「それはそうですけど……」

「この状況で、わざわざ着て出てくると思う？」

「……思いません」

　入浴のあとにすることは決まっていたようなもの。咲帆にベビードールを着せて終わりのはずはない。彼が裸で出てきても問題はないにしても、自分の姿に照れてしまって困る。

「咲帆が着たところを見たかった。やっと念願叶ったな」

「満足しました？　じゃあ、脱いじゃっていいですか？」

「どうして」

「なんか、布が少なくて恥ずかしいし。かわいすぎて似合っていない気がするし」

　顎に手がかかり、下がっていた顔を上げられる。鏡の中の咲帆が、頬を染めて自分を見ていた。

「ちゃんと見た？　似合ってるし、これを着た咲帆はすごくかわいい」

「そうですか？」

「俺がかわいいって言っている。間違いない」

　肩にあった両手が背中から前に回り、下胸のリボンをつまむ。ウエストの刺繍をなぞり、胸の隆起に指を這わせた。

「ンん……」

「淡いピンクがよく似合っている。肌に溶けていきそうだ」

　薄い布地越しに手のひらでふくらみを撫でる。頂が繊維に擦られ、人の肌に触れるのとは違う感触を広げた。

　痛いとかくすぐったいとかではないこれを、どう例えよう。

「ん……ぅん」

　切なく鼻を鳴らして身じろぎする。手のひらでゆっくりと頂を擦られ、なんともいえないもどかしさが溜まっていく。

「尊生、さん……それ、ダメェ」

　耐えられず彼の両手首を掴むと、背後から耳朶を食まれた。

「それって、なに？」

「だから、ゆっくりさわるのは……」

「優しくさわっているだけだ」

　そういう言いかたもある。だがこのもどかしさは優しくさわるのが原因だ。

「優しくされたくて出てきた」

　刺激に負けて飛び出た胸の突起を、指でやんわりとつまむ。突起をこするというよりは布の表面を撫でているような手つき。それなのにとんでもなくもどかしくて泣いてしまいそう。

「やっ、ダメッ、もっと、強く……」

　とっさに声が出て胸を彼の手に押しつける。強く押された部分が甘く痺れて、脚の付け根がきゅうんと引きつった。

「ぁアンッ……」

　もっとその刺激がほしくて身体を左右にひねって胸を押し付ける。すると大きく鷲掴みにされ寄せ上げられた。

「もっと強く揉んでほしい？」

「うンッ、ん……」

　もどかしさの正体はむず痒さに似ている。求めた刺激をもっともっとほしがる、虫刺されに爪を立ててしまうような、あの感覚。

「もっと、強く……してぇ」

「いいよ」

　ぐにゅっと、強い刺激が乳房全体に広がる。両手の五指が食いこんでくるほどに揉みこまれ、その愉悦に上半身がうねりそうになるが尊生に押さえられているために身動きができず。そのぶん腰が常時左右に揺れた。

「あハァ……んっ、気持ち、いい……」

　強く揉みこまれ、布を押し上げるほどに育った乳首を指のあいだに挟まれ甚振られる。その愉悦がどんどんと咲帆の胎内を蕩かしていった。

　声が止まらなくなってきたのもあるが、愉悦のせいでひどく表情が乱れているような気がする。声は仕方がないにしても、幸い尊生は背後にいるし顔は気にしなくていいだろう。

　おまけに尊生がうしろから耳を攻めてくる。耳介で舌が暴れると、くちゃくちゃとどこか淫猥な音が鼓膜を犯してクラクラした。

「っふぅ、あっ、やぁ……ん、耳、溶けちゃう……」

「溶けそうなのは耳？」

「くちゃくちゃ……いってる」

「ん？」

　耳から離れた尊生の唇は耳の裏に吸いつき、サイドスリットから忍んだ片手がショーツに触れた。

「くちゃくちゃなのは、こっちじゃないかな」

　かろうじて薄い草むらを覆っている小さな布をクイッと引っ張る。

「きゃっ」

　大事な部分を包むにはあまりにも布が足りないそれは、前に引っ張られたことで簡単に媚肉の割れ目に食いこんでしまった。

　さらに強く引かれ、淫核が布に挟まれ刺激される。

「ぁあんっ、ダメ、食いこんで……」

「くちゅくちゅっというか……ぐちゅぐちゅ」

　布と一緒に指が挟まってくる。前後に動かされると本当にぐちゅぐちゅっと淫液があふれる音がする。

　指が動くと布も蜜床を刺激する。Ｔバックのせいで前のみならずうしろにまで布が刺激を与えてきた。

「あっ、あぅンッ……ダメェ、ぁっ……」

　両脚を閉じてもじもじしても、尊生の手が挟まっているのでかえって「もっと」とねだっているようにも感じる。そのつもりはなくとも、彼がそれを利用しないわけはなく……。

「もっと？　さわってほしい？」

「あっ、ちが……ああんっ！」

　ぐにゅっと指が膣孔を広げる。小刻みに進み間接を曲げて隘路を掻き混ぜた。

「あぁぁっ、やっ、ァンッ！」

　思わず腰が引ける。……が、腰に熱くそそり勃つものを感じて動きが止まってしまった。

「尊生、さん……ンッ、ぁん」

「なあに？」

「興奮、してます？」

「こんな咲帆の顔、ずっと見ていたらするだろう。顔を見ているだけでイけそうだ」

「顔って……」

　言われて思いだした。快感のあまり見ることも忘れていたが、今二人はクロゼットの鏡の前に立っているのではなかったか。

「あ……」

　顔がやっと前を向く。愉悦で紅潮した頬、潤んだ瞳、あえぐのに必死で、拭うのを忘れた涎が唇の端から垂れている。

　──ひどく、いやらしい女の顔が、そこにある。

　ずくん、と、腰の奥に重い刺激が走る。隘路の指が膣襞をすり潰しながら一点を強く押した。

「やぁっ、ぁぁあっ──！」

　ピクンピクンと震える腰が背後の熱棒を感じる。それだけで媚孔が騒いだ。

「ぁ……ん、ンッ……」

　指が抜ける気配。押しこめられ溜まっていた蜜液もこぼれていく。

「今夜もひどく感じてくれて、嬉しいよ」

　抜いた指を舌で舐めとる尊生が鏡に映る。指だけではなく彼の手のひらまで濡れていて、それをすべて丁寧に舐め上げていた。

　まるで見せ付けられているようだと思うのに、目が離せない。彼が愛液をすくい取る舌の動きを見るだけで、まるで直接舐められているかのよう花芯が疼く。

「びちゃびちゃすぎるから、少し取ってあげる」

　鏡に両手をつかされると、お尻を突き出す格好になる。咲帆のうしろで両膝をついた尊生が鏡に映った。

　なにをされるのかという不安がゾクゾクした期待に変わる。尻の双丘を広げられ、その谷間を舌が這う。

「あぁ、ぅんっ」

　蜜がしたたる媚肉に唇をつけ音をたてて吸引する。ときおり長い舌が秘裂をこすり、指がさわられることを想定していないお尻の蕾を揉みほぐした。

「あっあ、あ、ダメェ……ヘンなとこ、さわらな……ぁぁあんっ」

「ん、ごめん、いやだった？　咲帆の身体は全部がかわいくて、全部さわりたくなる」

「もぉ……、ぁん、あぁ……」

　文句も言えない。尊生が自分を求めてくれているのだと思うと、なんでも許せる気になるから困ったものだ。

　おそらく、一年前もこんな気分だった。それだから、出会って一ヶ月で結婚することも、冷静に考えると恥ずかしくて堪らないランジェリーを選ぶことも、なんでもできたのだ。

（今でもこんな気持ちになれるのに……。今でも、わたしは……尊生さんが……）

　考えてはいけない思考がめぐりそうになる。蜜床をすする唇に秘球を甘噛みされて、思考どころか快感が弾けた。

「ひゃあんっ、あぁぁ──！」

　達すると同時に内腿を締める。よけいにお尻が上がってしまい、さらに舌が踊った。

　手のひらに汗をかいたのだろう。鏡の表面を滑っていく。ふと覗いてしまった鏡の中に、背後で膝をつく尊生の熱り勃ったものが見えてしまった。

　咲帆にさわって、今にも爆発せんばかりに上を向いている。

　全身に、ゾクッと甘美な戦慄がめぐった。

　達した余韻にまだ疼く下半身をなんとか動かし、四つんばいで尊生のほうを向く。上を向く熱棒に手を伸ばし側面を軽く握った。

「咲帆？」

「お返し」

　根元から上に向かって舌を這わせる。何度か繰り返してから唇で食んでいく。握った手を上下に動かし、雁首を舌で愛でた。

　反応した尊生が腰を震わせるのがわかる。そうするとなんだか嬉しくて、咲帆は先端から肉塊を口腔に収めていく。

　大きく膨張したそれの周囲で舌を回し、左右の頬に交互に含む。爆発しそうな肉砲が頬の内側を押し、反応した口腔内が潤っていく。唾液と一緒に強くすすり上げれば、びくんと脈打つように蠢いた。

「んっ……ぅ」

　尊生がうめいた声が聞こえ、チラッと視線を向ける。息を弾ませながらなにかに耐える彼と目が合って、ゾクゾクゾクッと全身に征服感にも似た愉悦が走った。

　喉の奥ぎりぎりまで呑みこんで顔を上下させ尊生が感じる姿を堪能していると、見てはいけないものを見ているような特別感に囚われる。

（尊生さんも、こんな気分なのかな）

　咲帆が感じる姿を見て嬉しそうにする彼の気持ちが、今ならわかる。

「もういい」

　尊生が優しい声で咲帆の頭を撫でる。両手で顔を挟んで持ち上げられ、唇から屹立がこぼれた。

「これ以上されたら、今度は口の中でダしてしまいそうだ」

「……ダして、いいのに」

　考えるより先に言葉が出てしまった。尊生も驚いた顔をしたが、咲帆自身も驚いている。すごいことを言ってしまった。

　けれど、いやだ、とは思わない。

「尊生さんなら、わたしはいいから」

「咲帆」

　尊生が中腰になって唇を近づける。吸い付くようにキスをして舌を搦める。フェラチオで疲れた舌を癒すよう、優しく回し吸い上げた。

　口腔内で二人の味が交じり合っているようで、淫靡な気分になってくる。

「口の中もすごくそそられるけど、俺は、咲帆を感じて果てたい」

　手を取り合って立ち上がり、一緒にベッドに倒れこむ。重なり合ってお互いの唇を貪ったあと、尊生が避妊具の封を切った。

　準備をしてから咲帆の脚を大きく開く。ショーツの紐を片方だけほどき頼りない布を秘裂からずらすと、すぐに火のような塊が挿入され喜悦の声が室内に満ちた。

「やぁああンッ……！」

「咲帆っ」

　挿入前までの行為が彼を極限まで煽っていたらしく、尊生は直後から放埓に腰を使いはじめる。大きくグラインドさせ、突き上げるように咲帆の内奥を穿つ。

　両膝の裏を押し上げて、繋がっている部分を見物するように抜き挿しした。

「あ、ふぅ、ンッ、あっ、あぁっ！　オク……まで、入って……るぅ、んんっ！」

「入ってるよ。咲帆のナカ、オクまで熱くて、溶けそうだ」

「ん、あっ、尊生さんの、熱……あぁぁんっ……！」

　悶え動く身体を持て余すように、咲帆は尊生に両手を伸ばす。抱きつかせてほしかったのだ。

「いいよ。こっち、持って」

　しかし彼が委ねてくれたのは咲帆の両脚だった。大開脚した状態で自分の脚を押さえ、尊生の剛強を受け入れる。

「ああっ！　はぁっ！　ンッ……ダメ、気持ち、イッ……あぁんっ！」

　腰が大きく上がっているせいで繋がり合っている部分に視線がいってしまう。淫液で濡れた雄茎が、花芯をぐじゅぐじゅいわせながら出入りするさまから目が離せない。

　尊生がそこを見ているのがわかり、咲帆は片手を秘部の前にかざした。

「あぁっ！　あぁァンッ！　見ちゃ、ダメェ……ハァ、あっ！」

「だって、咲帆が、すごく美味そうに食ってくれるから……」

「尊生さんの料理は……ぁぅんっ、涎が、出るほど……ああっ、美味しいですよっ」

「だからこっちも涎だらけなんだな」

　かざした手を掴まれ、陰部にあてられる。粘着性のある感触と共にスライドする熱塊が手を刺激した。

「やっ、ぁっ……」

　出し挿れされるたびに蜜液が押し出されて手を湿らせていく。涎といわれても仕方がないほどあふれて、気持ちよくて仕方がないと咲帆の気持ちを代弁しているかのよう。

「やだっ……もぉ、やらしぃっ……あぁん！」

「うん、咲帆は、すごくいやらしくて、かわいいよ」

　嬉しそうに言われて、嬉しいやら恥ずかしいやら……興奮するやら。

「尊生さんだって……やらしいくせにぃ……ンッん、もぉぉっ」

　咲帆だけがいやらしく乱れているみたいで悔しい。出たり入ったりを繰り返す熱杭を、親指と中指で掴んでキュッと締めた。

「こらっ……」

　一応咎める声を出した尊生だが、動きを止める気はない。弾力のある肉筒に圧迫され指に締めつけられ、突きこみが激しさを増してくる。

　二段階で締めつけられるのはかなり刺激的なのか、ベビードールのストラップを下げ乳房をむき出しにして揉みたくる。まるで指の締めつけに対抗しているよう。

「くっ……ぁ、マズイ、手を……」

　苦しそうなのに腰の動きは強くなるばかり。尊生が咲帆の悪戯で早々に限界を迎えそうになっているのだと思うと、その事実に扇情されて鼓動がどんどん早くなり胸が張り裂けそうな恍惚感に襲われる。

「ぃ、いいの……ぁぁんっ、尊生さんと……イきたい、キてぇ……！」

「さほっ……！」

　覚悟を決めたのか、尊生の抽送が激しくなる。彼を締めつけた指が熱くて、このままでは炎が立ってしまうのではないかと有り得ない不安があふれだす。

　それでもきつく指を締め、咲帆も快感の熱が流れるままに従った。

「たかおさん……好き、あぁっ、イク────!!」

　悦びの嬌声をあげた唇をキスでふさがれ、絡まる舌に夢中で応じる。お互いの荒らがる吐息と激しい舌の動きが、共に達した興奮を表しているかのよう。

　擦り押しつけられていた恥部の力がゆるみ、咲帆もやっと指を離す。彼の感触が消えなくて、なかなか指の形を元に戻せない。

　唇が離れると、眉をひそめて困ったように笑う尊生と目が合った。

「ったく、なんてことをしてくれるんだ咲帆は。我慢できなくなるだろう」

「……ごめ、なさい……、でも」

「ん？」

　呼吸がまだ戻らない。声を出しづらくはあったけれど、尊生の顔を見ていたらどうしても言いたくて、頑張って微笑んだ。

「尊生さんが……気持ちよさそう、だった、から……。シて、あげたくて……」

「あぁー、ったく」

　困った声でうめいた尊生が頭の横に顔を落とす。

「……そんな、かわいいことばかり言うな。──離せなくなるから……」

　ドキリとした。また、そのひと言は刹那に現実を思いださせる。

　この新婚体験には、終わりがある。

　昨日今日、尊生とすごすこの時間は、すべて〝演出〟だ。

　離せなくなるというのは、快楽に酩酊した感情が出させた……世迷言だろう。

　冷静になれば、忘れてしまう……。

「咲帆……最後に言ったこと、覚えている？」

「え？　なんですか？」

「イクとき、言っただろう」

「……なんか、言いました？　声、出すのに一生懸命で……」

「またか」

　苦笑いをしたあと、ふと真顔になる。──その顔が、寂しそうに見えて……どきりとした。

「よし、こうなったら自覚するまで言わせてやる」

　いきなり張りきりだした尊生が枕の下から避妊具を引っ張り出す。唇に咥え、封を切った。

「明日、また昼起きになるかもしれないな」

「やっぱり、尊生さんのほうがやらしいですよ」

「そうかな？」

　思わせぶりに口角を上げて、入ったままだった怒張をゆっくりと引き抜いていく。

「ぁ、ぁぁ……ァぁアッ……」

　抜去の刺激に官能が疼きだし……。

「あぁ──！」

　軽く達してしまったところで……。蜜夜の演出は、続くのである──。





　　＊＊＊＊＊






　────好きって、言っただろう。

　そう教えてやりたかった……。

　快楽に取りこまれ意識を渡してしまった咲帆を腕に抱き、尊生は深くため息をつく。

　少し前まで甘い嬌声で満ちていた寝室。それでもまだ夜は明けていない。昨日よりは早めにことを終えてしまったようだ。

　尊生の裸の胸に頭をのせて眠る咲帆の乱れた髪を寄せ、まだ火照りが冷めていない頬を撫でる。

　あの言葉を聞きたくて、何度も、何度も、咲帆を抱いた。尊生の希望に応えるよう、最高の恍惚感を得たときに口にしてくれる。

　────尊生さん……好き。

　嬉しくて嬉しくて堪らないのに。最高に昂ぶって、何度でも咲帆に愛情を注げそうなほど昂ぶるのに。

　咲帆は、その言葉を覚えてはいない。

　本気ではないからだろうか。

　あくまでも、絶頂に導かれて出される、その場限りの気持ちだからだろうか。

　咲帆の快感を高め、快楽に導いた礼として自然に出てしまった言葉だから、記憶には残っていないのか。

「咲帆……」

　静かに囁いて、眠る彼女を見つめる。

　昨日も、絶頂に呑まれてそのまま寝てしまった彼女をしばらく見つめていた。いくら明け方まで抱いていたからといって、眠れるわけがない。咲帆が腕の中にいるのに。

　ウトウトしても、すぐまぶたが上がる。眠ってしまったら咲帆がいなくなるのではないか。そんな不安で動悸がしたくらいだ。

　一年前、咲帆を失ったあとも眠れない日が続いた。不眠症になり、不規則な動悸に悩まされ、仕事に支障が出ないよう必死になるあまり、──咲帆を取り戻しにいくチャンスを失った……。

　思い上がりと過信のせいで、ひどく咲帆を傷つけた。それを詫びることもできないまま、一年がたってしまったのだ。

　二人だけで結婚式を挙げよう。そのまま入籍をして、新居へ帰る。──夫婦になれる、最高の日になるはずだったのに。

　当日の朝方、社長である父が倒れた。

　出張が続いていたこともあって疲労からくるものだったが、タイミングが悪いことに、その日は海外のイベントへ出席するために朝一の便で渡航予定だったのだ。

　迷っている時間はなかった。すぐに尊生が代行として出席を決め、準備に取り掛かったのである。

　そうしながらも、式を延期しなくてはならない事情を咲帆に説明しなくてはという焦りでいっぱいだった。

　咲帆はきっとがっかりするだろう。二人で準備を進めて、今日のために備えてきた。婚姻届の用意もできているし、新居へ向かう途中でお祝いのケーキを買う店も決めてあるというのに。

　それでも、きっと事情をわかってくれるという確信があった。

　二人はこの上なく愛し合っている。断腸の思いともいえる決断を、咲帆もきっと受け入れてくれるだろう。

　海外から帰ったら改めて式場に謝罪に行き、新たに日にちを決めて準備に取り掛かる。咲帆が望めば、すぐに入籍したっていい。

　つらいのは詳しく話をしている時間がなかったことだ。渡航の準備のみならず、参加するイベントの主催の趣旨や参加者にも目を通さなくてはならない。

　挙式の事情を知っている秘書に、咲帆への伝言を頼んだ。向こうに到着して落ち着いたら連絡をするから、式場への延期連絡を頼むと。

　ひとまずはこれで安心と考え、尊生は渡航したのである。

　途中、プライベート用のスマホがないことに気づく。準備で会社に寄ったときにはあった。資料と一緒に入れたと思ったのだが、会社に忘れたのだろうか。

　咲帆の番号なら頭にある。自分のスマホからではなくても連絡は取れる。

　現地に到着して落ち着いたら連絡を入れよう。四日ほどで日本に戻る予定だ。

　そう思ったが、到着時から移動や打ち合わせ会談などで、電話一本する余裕もない。伝言は秘書に頼んだので安心だが、きっと気落ちしているだろう咲帆に声をかけたかった。

　そんなとき、会社にいる第三秘書から連絡が入った。第一秘書は尊生の代行で戻ってこられず、第二秘書は各種日程の調整で忙しそうだったので、咲帆への連絡を引き受け彼女から伝言を預かったとのこと。

『こちらは大丈夫なので、お仕事頑張ってきてください。とのことです。忙しいだろうから連絡はいらない。ともおっしゃっておりました』

　気がかりだったものが一気に解決した。咲帆はなんて頼もしい女性なのだろう。尊生の仕事をシッカリとわかってくれている。彼を信じて待っていてくれる。

　やはり二人の愛の絆は強い。そうだ、一度のハプニングで挙式が流れたくらいで揺らぐような、そんな弱い関係ではないのだ。

　……なんの疑いも持ってはいなかった。

　咲帆がそう言ったのなら間違いはないと。

　誰よりもなによりも愛しい、誰よりもなによりも尊生を愛してくれている咲帆の言葉なのだと。

　彼女は、尊生を信じて待っていてくれるのだと……。

　──そんな想いは、日本に戻って打ち砕かれた。




〈婚姻届は捨てました。新居や家具は尊生さんが購入したものなのでどうするかは自由ですが、できれば解約してほしいです。初めての恋愛に夢中になって、尊生さんを随分と困らせたのかもしれません。身の程をわきまえず、申し訳ありませんでした。わたしも、いつもの生活に戻ろうと思います。お仕事頑張ってください、専務〉




　専務室のデスクにあったプライベート用のスマホ。そこに届いていた、咲帆からのメッセージ。

　一瞬、冗談かと思った。

　ちょっとした悪戯。わたしより仕事のほうが大事なんだねと、おどけて拗ねたフリをする咲帆が悪ふざけをしているのかと……。

　そのメッセージが本気であると悟ったのは、挙式当日、準備の時間あたりから数えきれないほど鳴らされていた着信履歴。すべて咲帆と、ときどき式場から。

　そして、泣きそうなメッセージの連続。




〈尊生さん、どこにいるの？〉

〈尊生さん、いまどこ？〉

〈予定時間だよ〉

〈準備できてるよ〉

〈どうして連絡をくれないの？〉

〈どうして電話にも出てくれないの？〉

〈尊生さん！〉

〈尊生さん！　お願いだから！〉




　スマホを持つ手が震えた、血の気が引いて冷や汗が出た。思考が真っ白になって、ただ眼球だけが泣きそうな咲帆のメッセージを追っている。

　彼女は、どんな思いで、これらのメッセージを飛ばしたのだろう。

　どんなに、焦燥し、どんなにつらかっただろう……。

　すぐに第三秘書に事情を聞いた。伝えてくれた咲帆の言葉とは、まったく違うことが起こっている。どういうことか、と。

　第三秘書は、縁談候補の準備としてそばにつけられていた女性だった。仕事ができる優秀な女性ではあったが、優秀すぎて自分が存在する世界より下のレベルを対等な人間として見ないきらいがある。

　いやな予感がした。不穏すぎて胸やけがしたくらいだ。

　そしてそれは、当たってしまった。

『目を覚まして、ご自分の立場をシッカリお考えになってください。いっときの感情で、いつまでオママゴトに身を投じるおつもりですか』

　あの日、荷物の中から尊生のプライベート用のスマホを抜いたと答えた。それで咲帆に忠告をしたのだと。第一秘書と第二秘書は忙しくて手が回らないだろうから、連絡くらいは自分がすると買って出たそう。

『立場の違いを考えていますか？　貴方は、隣に立つ者の育ちだって吟味して考えなくてはならない立場なのではないのですか』

　第三秘書に、咲帆の話を詳しくしたことはない。ただ、縁談候補としてつけられている以上なにも言わないわけにはいかないので、結婚したい女性ができたから、この会社に残るか実家に戻るか決めてくれとは伝えてあった。

　独自に咲帆の身辺を調べたのだろう。彼女が片親で、離婚暦のある姉がいることも知っていた。そのうえで育ちを蔑み、そのままの言葉を咲帆に言って聞かせたという。

　口には出さないが、咲帆がひそかに自分の育ち方や立場を気にしているのは薄々わかっていた。

　だからこそ、それを気にしなくてもいいと思ってもらえるくらい彼女を愛そう。誰よりも彼女を想って、なによりも信じよう。そうやってすごしてきたのに……。

　すべてが、壊された。

　人生で大切な日になるはずだった当日、待っている人物はこない。連絡もつかない。そこで突きつけられる現実は、心の奥底でわだかまっていた気がかり。

　──咲帆の心が壊れていっただろう状況が、手に取るようにわかる。

　それ相応の報いがあることだけは、覚悟しておいてくれ。そう言って、第三秘書を解雇した。

　即座に父親が頭取である銀行との取引を中止させた。会社に残る選択も与えられず娘が解雇されたと知れば、娘がなにか失態を犯したのだと悟るだろう。あとはそちらでもめたらいい。

　怒鳴りつけることもできた。けれど、それをするのは無駄だ。

　自分の基準を作り、そのラインより下の者を見下していた彼女は、自分の判断がなにより正しいと傲慢になっている。

　自分に自信がある、ありすぎるから。

　自分がなにをしたかを、徐々にわかっていってもらうしかない。

　咲帆がどれだけ傷ついたかを考えると胸が痛い。彼女と話をしなくては。尊生の声を聞いて、いきなり泣き出したらどうしたらいい。迷うものか、会社でもどこにでも飛んでいって咲帆を抱きしめよう。

　だが……。

『申し訳ございません、専務。詰めている仕事があります。わたしのほうは、特に話すことはございませんのでご安心ください』

　泣くどころか、咲帆の声は平坦で、受け答えは事務的だった。

　ほんの少しあった希望が、崩れていく。

　今はきっと、なにを言っても受け入れてはもらえない。

　少し、時間を置こう。

「わかった。いずれ、改める。ただ……、不安にさせて、悪かった」

　尊生のほうも、落ち着いて話しているつもりでも感情的になりそうで危うい。

　そう自分で決めたのに、咲帆のことが気になって気になって仕方がなくて……。

　不眠症を患い、少しの感情の乱れで動悸を起こすようになった。仕事が疎かになってはいけないと必死になり、咲帆への連絡もできないまま半年以上がすぎ……。

　毎日が絶望的で、ただ仕事をこなして夜は睡眠導入剤に頼る毎日。それでも満足に寝られない。

　そんな尊生を救ったのは、──咲帆のシナリオだったのである。

　アプリゲーム【シュガーハニーダーリン】がリリースされた。咲帆が書いたシナリオを、初めてプレイした。

　ストーリーの隅々まで、胸が熱くなる。二人で笑いあい、寄り添い、愛し合った日々が思いだされるようで……自然と涙が浮かんだ。

　心に温度が戻ってきたような気がする。尊生は、咲帆が今までに担当したシナリオを調べ、すべてプレイし読みこんだ。

　感情が戻ってくる。咲帆が作ったものなのだと思うと、身近に彼女を感じた。おかげで心が安らぎを取り戻し、不眠症や動悸も治まった。

　──咲帆を取り戻そう。

　絶対に取り戻す。もう一度、この手で捕まえる。

【シュガーハニーダーリン】の新婚編の企画が打ちあがったが、すぐに問題が発生した。シナリオライターのスランプだという。

　尊生はこのチャンスを利用したのだ。今しかないと感じ、親会社の専務として咲帆を呼び出し、〝新婚体験〟を提案したのである。

「咲帆……」

　腕の中の愛しい身体を抱きしめる。

　離したくない。離れたくない。

　────尊生さん……好き。

　あの言葉が本心だと思いたい。絶頂に導かれて出される、その場限りの気持ちだとは思いたくない。

　咲帆の寝顔を見つめ、ふっと意識をゆるめる。

「……愛してるよ、咲帆」

　明日の朝、目覚めたらすぐに、この言葉を咲帆に伝えよう。

　もう離れたくないと。

「咲帆……」

　おだやかな愛しさの中、尊生は眠りに落ちていった──。







第五章 幸せな蜜月








「よしっ、やるぞっ」

　気合を入れてパソコンに向かう。すぐに指がキーボードを走った。

　いつもなら飲み物を用意して、作業用のＢＧＭを流して、プロットやメモ書きをしばらく眺めて……。そんな準備をしてから取り掛かるのだが、今回は必要がない。

　というより、むしろいらない。

　準備する時間も惜しいからだ。

　頭の中では組み上がったシナリオが延々と流れ続けている。プロローグからエピローグまで、何度もエンドレスされている。

　あとはこれをシナリオとして書き起こせばいい。早く書きたくて、文字で形にしたくて、ひとかけらも取りこぼすことのないようシナリオに収めたくて堪らない。

　頭にも身体にも、この週末の新婚体験で得た感情がいっぱい詰まっている。早く書き出して形にしないと破裂してしまいそう。

　どんな些細なことにも幸せを感じて、相手の言動ひとつひとつが愛しい。

　からかわれたって、ちょっと意地悪されたって、愛しか感じない。

　二人の世界に酔っていると言われてもいい。自分たちのことしか考えてないと言われてもいい。脳内お花畑のバカップル。人前で平気でイチャイチャできる恥知らず。いつもくっついていて気持ち悪い。

　なんとでも言わせたらいい。言いたいやつのいは言わせておけ。「え？　仲がよくて羨ましいの？」その勢いでいればいい。

　むしろ見ている人間に妬っかまれるくらい幸せな新婚夫婦が書けそうな気がする。いや、それを書きたいのだ。

　今なら書ける。

　──好きな人に、たくさんたくさん愛してもらった想いが、体内を満たしている今なら。

（尊生さん……）

　彼を思いだすと手が止まりそうになる。それを振りきり、咲帆は書くことに集中した。

　──朝、ふと目を覚ましたとき、尊生はまだ眠っていた。

　彼の腕の中が心地よくて咲帆も再びウトウトしかけるが、けだるい身体をそっと起こしてベッドを出たのである。

　昨日ほどい遅い時間ではなかった。それでも「朝」と言いきるのは難しい時間だ。いつ尊生が起きてしまっても不思議ではない。

　咲帆は彼を起こさないよう静かに着替え、部屋を出たのである。

　枕元にメモ書きを残した。

　〝新婚体験を、ありがとうございます。早くシナリオを書きたくて堪らないので、仕事に入ります。〟

　目を覚ましてそれを見てくれれば、仕事がしたくて帰ったのだと思ってくれるだろう。

　本当はもっと彼のそばにいたかった。彼の腕の中でまどろんでいたかった。

　演出でもいいから、新婚夫婦としての彼の愛を感じていたかった……。

　けれど、これ以上そんな我が儘に染まってしまったら、そこから離れられなくなる気がしたのだ。

　それはいけないことだ。気持ちが縛りつけられて我が儘になる前に、彼から離れて頭を冷やさなくては。

（尊生さん……好き）

　ときどき入り込む雑念を唇を引き結んで振り払い、咲帆はキーボードを叩き続けた。

　頭の中にあるものを出しきろうとするよう。身体で感じた幸せを詰めこんで。

　尊生への愛情を……こっそりと込めながら……。

　そうして、完成するまで部屋にこもったのである。







　数日振りに出社した咲帆は、仕上がったシナリオを千尋に渡した。

「お疲れ様、頑張ったね」

　張りのある声でねぎらいをくれる千尋の笑顔が嬉しい。書き上げられたことを心から喜んでくれているのがわかる。

　在宅勤務扱いだった数日のあいだに溜まったタスクを眺めていると、通りかかった３Ｄデザイナーが「お疲れ～」と板チョコをくれた。

　焦がしミルク味は咲帆のお気に入りである。早速割って食べていると、新入社員のキャラクターデザイナーに見つかったので、お裾分けして食べながら彼女が最近担当したＮＰＣを見せてもらった。

「モブだけど、スッゴク悩んだんですよ～。インスピレーションで一気に仕上がったときは嬉しかったです～」

　その気持ちはわかる。咲帆だって、あれだけ悩んで書けなかった新婚のシナリオが一気に仕上がったときは、泣き出しそうなほど嬉しかった。

　それもすべて、尊生のおかげだ……。

「インスピレーションのきっかけになったの、プロデューサーのひと言だったんですよね。お礼したいなって思うんですけど……、あたしみたいな下っ端がお礼とかって、生意気でしょうか？」

「お礼に下っ端もなにもないよ。『ありがとう』って言われて嬉しくない人なんていないでしょう？　特に、仕事で誰かの役に立てたって知ったら嬉しいんじゃないかな」

「そうですよね。じゃあ、あたし、あとで板チョコ買ってきます！」

「どうして板チョコなの？」

「美味しいからです」

　もらったお裾分けを口に放りこみ、ご機嫌である。自分がいいと思うもの込みでお礼を言うのも間違いではないだろう。

（お礼、か……）

　自席へ戻り、タスクチェック再開である。板チョコの端を咥え、パキッと割った。

（尊生さんに、なにかお礼をしたほうがいいだろうか）

　シナリオを完成できたのは、間違いなく尊生のおかげだ。

　彼が新婚体験なるものを提案してくれたから、流れにもシチュエーションにも困ることなくシッカリと書けた。

　一応、お礼は言ってある。言ってあるというか伝えてある。だが、置手紙で〝ありがとうございます〟と伝えただけだ。

　親会社の専務に対して、少し失礼ではないだろうか。

（やっぱり、菓子折りかお酒でも持ってお礼に……）

　パソコンの画面を見つめながら考えていた思考が、一瞬止まる。

　手に持っている残りの板チョコをバリバリバリッと噛み砕き口に入れると、咲帆は両手で頭をかかえた。

（なにがお礼よ！　会いたいだけじゃない!!）

　激しい自己嫌悪。都合よく礼儀正しい社会人のような素振りで、もう関わってはいけない人に会う口実を作ろうとしている。

　なんて未練たらしいんだろう。

　彼は、住んでいる世界も、背負っているものも、咲帆とはまったく違う人だ。そんなの、一年前に痛いくらい思い知らされたのに。

　この週末に優しくされて、彼を感じて、──押しこめていたはずの感情が、すっかり出てきてしまっているのを感じる。

　頭をかかえたまま机に突っ伏す。目を閉じると、微笑む尊生が自動生成された。

（尊生さん……）

　──未練たらしくてもいい。

　今でも、尊生が好きだ。







　シナリオは、千尋にだけではなく、プランナーにも好評だった。

　あまりにも気に入ったプランナーが、プロデューサーに見せに行ってしまったほどだ。

　ずっと「書けない」を繰り返していた咲帆が、文句のつけようがないシナリオを持ってきた。プロデューサーも嬉しかったのだろう。その話は尊生にまで伝わり……。

　シナリオ担当者に、親会社の専務から呼び出しがかかったのである。

　思えば咲帆がシナリオを書けなくて悩んでいたことを尊生に報告したのも、上司であるプロデューサーだった。あのときはなんてよけいなことをしてくれるんだと思ったものだが、今回は違う。

　呼び出し、ありがたい。おかげで尊生に会える正当な理由ができた。

　シナリオを書くことができたお礼を、ちゃんと目の前で伝えたい。新婚体験につきあってもらったことを、感謝したい。

　そして、もし可能なら、今でも好きだと伝えよう。

　聞き流されてもいい。彼の前で言えるだけで、この気持ちを言葉にできるだけでいい。

　尊生が好きで忘れられない自分を許してあげれば、もっと楽に生きていける気がする。

　そんな気持ちで、咲帆はＡ．Ｉ．Ｂビルに足を踏み入れた。

　指定された時間が終業時間三十分前だったため、話が終わって特に会社に戻る必要がなければ直帰ということになっている。

　ありがたい措置だ。もし、なにか泣きたくなることがあったら、そのまま帰って泣くことができる。

　専務室へ入ると、重厚なエグゼクティブデスクの向こうに尊生がいる。数日前、同じように尊生に呼び出されて彼の前に立ったのを思いだした。

　けれど、あのときとは気持ちがまったく違う。

　なにを言われるかと警戒して逃げ腰だったものは、彼の言葉がほしくてもっともっと詰め寄って行きたいほどに変化している。

「君のシナリオ、読ませてもらった」

　尊生が静かに口を開く。

「いいシナリオだった。プロデューサーも大絶賛していた。リテイクだらけのスランプから、よくぞ立ち直ったものだと」

「それにつきましては、専務に申し上げたいことが……」

　デスクの正面まで進み、尊生と目を合わせ頭を下げる。

「専務のおかげです。ありがとうございます。専務のご協力がなければ、あのシナリオは完成しませんでした。救われました。本当に、ありがとうございます」

　顔を上げると、真顔で咲帆を見つめる尊生と視線が合う。恋心を認めてしまっているせいか見蕩れそうになり、慌てて言葉を出した。

「そ、それなのに、置手紙一枚のお礼で、失礼いたしました。本当は、お礼になる品でもと思ったのですが、なににしたらいいか迷ってしまって」

「礼の品？　それはちょうどいい。君から、ぜひもらいたいものがあったんだ」

「そうなんですか？　なんでしょう。専務に喜んでいただけるなら、ご用意いたします」

　ホッとしてやっと笑顔が出る。お礼に迷ったというのは本当で、実際、指定された時間ギリギリまでなににしようかと頭を悩ませていたのだ。

「いや、用意は俺がしてある。君からしかもらえないものだ」

　立ち上がった尊生がデスクの引き出しからなにかを出し、咲帆の前まできて差し出す。見たところ、Ｂ４程度の紙を六つ折にしたもののよう。

「これに、君の署名がほしい」

「署名？」

　単に署名活動の協力要請ということだろうか。しかし受け取った紙の手触りは少々特殊で、……懐かしい覚えがある。

　孤独な暗闇で、泣きながら破り捨てた紙の質感。まさか──。

　鼓動が大きくなってきた。紙を開き、そこに見える文字を凝視する。

　それは、婚姻届だったのだ。それも、尊生の署名がすでにされている。

　驚きで声が出ない。これは、本当に現実なのだろうか。

「俺が……本当にシナリオを書けるようにっていう目的だけで、新婚体験を提案したと思っているのか？」

　驚いた顔のまま尊生を見る。

「君を取り戻したかった。君がまだ俺に心をくれているかを確かめたかった。どうしても脈がなければ、なんて弱気になっても、絶対に取り戻すんだと躍起になった。新婚体験をＯＫしてもらって、俺に笑いかけてくれる君が昔のままで、俺に感じてくれる君が愛しくてたまらなくて。……もう、絶対に離すものかと思っている」

　彼のひと言ひと言が、脳に響いて心に沁みこんでくる。

　これは本当に現実だろうか。

　婚姻届を開く両手に尊生の手が添えられる。軽く握り締め、見開いた瞳が潤んできた咲帆を見つめた。

「改めて、俺と結婚してくれ、咲帆。俺には、咲帆でなくては駄目なんだ」

「わたしは……」

　声が震えた。嗚咽感で上手く言葉が出ない。それでも、心に沁みついた澱みを払拭するためには聞いておかなくてはならないことだった。

「尊生さんの……障害になりませんか……」

「社会的な立場とか、生まれた環境とか、そういうこと？」

　言い当てられてしまった。もしかしたら、彼も咲帆が密かにそれを気にしているのだと気づいていたのだろうか。

「エンタテインメントコンテンツ企業の専務が、人気シナリオライターと結婚してなにか不都合がある？　かえって、会社に貢献してもらえるぶん、有益だと思うけど？」

「……買いかぶりすぎです」

　そんな売れっ子ではない。外注をもらうこともあるが、自社グループの枠で書かせてもらっているだけだ。

「それじゃあ、シナリオライター須藤咲帆がほしくて交渉を仕掛けてくる、大手ゲーム会社とかドラマ制作会社とかを追い払っている俺の苦労は、なんなのかな」

「え……？」

「咲帆のシナリオは、人の心を動かす。俺も君のシナリオに救われた」

「わたしの……シナリオ？」

　咲帆がシナリオを担当したゲームはすべてプレイしたと言っていた。それこそ萌え系から恋愛シミュレーションまでいろいろだ。

「すべて、説明をさせてくれ」

　ふわっと、尊生が咲帆を抱擁する。持ったままの婚姻届がぐちゃぐちゃにならないよう気遣ったのか軽くではあるが、それでも、身体に巻きつく尊生の腕の感触が愛しくて、……涙が、ひと筋こぼれた。

「一年前の、あの日、なにがあったのか。咲帆を失ったあとのこと。咲帆のシナリオに救われたこと。……どんなに、咲帆のことを愛しているか」

「尊生……さん」

「話をさせてくれ。ゆっくり説明したい。わかってもらえるまで、何度でも話すから。咲帆……」

　言葉を出すうちに感情が昂ぶったのかもしれない。尊生は力強く咲帆を抱きしめた。

「もう君を……離したくないんだ」

　腕から、声から、口調から、尊生の想いが伝わってくる。

「たかおさん……」

　涙がボロボロこぼれてくる。咲帆は婚姻届を片手で握り締めたまま、尊生にしがみついた。







　直帰の措置をありがたいと思ったのは、なにか泣きたくなることがあったら、そのまま帰って泣くことができるからだった。

　泣きたくなることどころか専務室でボロボロ泣いてしまい、泣き止んだのち、説明のために移動した。もちろん直帰扱いである。

　尊生が咲帆をつれてきたのは、──新居のマンションだ。

　先日、新婚体験のために週末を過ごした場所。そこで咲帆は、二人がこの場所で新婚生活が送れなかった原因の真相を聞かされた。

　高慢な思考を持った第三秘書がしたこと。

　壊れそうになっていた尊生を、咲帆のシナリオが救ったこと。

　尊生が、ずっと咲帆を想い続けてくれていたこと。

「咲帆は自分の立場や家庭環境を気にしたようだが、本当にそんなものは関係ないんだ。気を遣ったわけでもなんでもなくて、うちの両親は、結婚するもしないも自由にしていいって人たちで、するとしても自分で見つけろっていう考えだ。無駄な縁談の画策をするのは、いつも世話好きな叔父たちだった」

　ソファに並んで座り、互いの片膝をつけて話をする。ずっと両手を握り合っているせいで、話す前に淹れたコーヒーはすっかり冷めてしまっているだろう。

「一年前も、俺が結婚するって張りきっても、仕事人間の戯言くらいにしか思ってくれなくて。だから、ちゃんと入籍をして妻にして会わせるっていう約束だった。両親に会わせていないっていうのも、咲帆の心配の種だったと思う。ごめん」

「いいえ……、わたしも、ちゃんと信じていればよかったんです。『両親は放任主義だから』って言われているのに、いらない心配ばかり。なんだか……尊生さんを信じていなかったみたいで、本当にすみません」

「いや、俺が、咲帆と結婚できると思って舞い上がって、言わなくてもわかってもらえる、二人は心が通じ合ってるんだとかいい気になったから……」

「そんな……、わたしだって、尊生さんと結婚できるのが嬉しくて嬉しくて、毎日が夢心地でふわふわしちゃって。だから、大事なことも確認せず……」

「違う、咲帆は悪くない。俺が……！」

「尊生さんのせいじゃありません、わたしが……！」

　主張しあい、顔を見合わせる。お互い言い合っているのがおかしくて、同時に笑ってしまった。

　握り合っていた手を先に離した尊生が、咲帆を抱き寄せる。

「二人で浮かれていたんだよ。好きな人と結婚できる。ずっと一緒にいられるんだって」

「そうですね。浮かれていました。でもわたし、新婚体験のときも浮かれていましたよ」

　顔を見合わせ、咲帆は恥ずかしそうに笑う。

「尊生さんと、体験でも新婚さんになれた。嬉しくて、ときどき『これは演出なんだ』って心でブレーキをかけていました」

「ブレーキ？」

「はい」

「もう、かけなくていい……」

　尊生の顔が近づく。唇に吐息が触れた。

「本物の、新婚になろう。今度こそ」

　胸がジンッと熱くなる。全身に甘美な電流が流れ、心も身体も磁石のように彼に惹きつけられていく。

「はい、なります」

　唇が吸いつき合う。やっと出会ったＳ極とＮ極のように密着し、我先にと舌を搦めていく。

　顔の向きを変えて唇を擦り、絡んだ舌を吸いあう。唇でしごかれゾクゾクさせられているうちに、ソファに押し倒され抱き合っていた。

　身体に感じる尊生の感触や重み。唇や手の感触、息づかいまで。すべてが愛おしい。

「俺の奥さん、積極的だな」

「え？」

　気がつけば、キスをしながら尊生の服を脱がそうとしていたようだ。ネクタイをほどき、ウエストコートとワイシャツのボタンを外していた。

「これは、ご期待に応えなくては」

　尊生はさっさとウエストコートとワイシャツを脱ぎ捨てる。咲帆のカットソーを脱がせ、ブラジャーも取ってしまった。

「咲帆がシナリオで集中しているだろうし、邪魔しないようにと思って連絡を我慢していた。目の前に本物がいると思うと、やっぱり滾るな」

「なんですか、それっ、ぁんっ」

　胸のふくらみを両手で掴まれ、交互に頂を舐られる。ねっとりと赤い舌が絡みつくさまが、スタンバイしていた官能に火を点ける。

「本当は、会いたくて会いたくて堪らなかったんだけど。シナリオで忙しいの、って怒られて嫌われたら困るから我慢した」

「き、嫌いませ……ぁぁっ、胸、ンッ」

　ふくらみを中央に寄せ、飛び出た突起を一緒に舐めたくる。片方だけでも刺激的なのに両方同時にしゃぶられて、もどかしさに腰が激しく上下した。

「やっ、や、……ダメェ、やぁん」

「咲帆は？　俺に会いたくなかった？　書いているときは、やっぱり考えている余裕はないのかな」

「会いたかった……です、ハァ、あぁっ」

　尊生ばかり咲帆に会いたくてソワソワしていたような言いかたをされると、なんだか悔しい。咲帆だって会いたかったのに。

「会いたかった……、尊生さんに、さわって、ほしかった、けど……そんなこと考えちゃ駄目だから、我慢して……ぁっ、あ」

「咲帆、そんなに……」

　胸から顔を上げ、なにか感動した様子を見せる。

「そんなに俺のことを……！」

　感極まったといわんばかり身を起こすと、尊生は咲帆のスカートを脱がせにかかる。下ろしきらないうちにストッキングとショーツも下げて、まとめて取り去った。

「俺も咲帆にさわりたかった。存分にさわってやるから、咲帆が『もうさわらないで』と言ってもさわるっ」

「た、たかおさん!?」

　あまりの素早さにも驚くが、いきなり両脚を大きく広げ秘部にしゃぶりついてきたのにも驚いた。軟体動物が這っているかのよう舌を動かし、びちゃびちゃと水音をたてる。

「も、もぉっ、いきなりすぎですよっ、ぁんンッ、やぁん」

　文句は出るが、かなり気持ちイイ。すでにあふれていた愛液をすすり、片手で乳房を揉みこまれた。

「咲帆はすぐ濡らすから、早めに吸い取っておいたほうがいいだろう？」

「んっ、ん、尊生さんが、ソレ、したいだけじゃ……ぁァンッ、あっ、ないですかぁ……」

「咲帆が俺に感じてダしたものだから、俺に権利がある。一滴だってこぼしたくない」

「もっ、やらしい……あぁんっ、んん～～～～」

　じゅるじゅるじゅる～っと蜜口を強く吸引され、淫路まで微振動で痺れていく。思わず両手で尊生の頭を押さえて伸び上がってしまった。

　背中が反り、胸が突き出される。上を向いて自己主張する赤い果実をつままれひねられると、とんでもない愉悦がお腹の奥まで落ちてきた。

「あぁぁ……んっ、ダメッ、あっ……！」

　達するのとは違う、おかしな焦燥感にとらわれる。大きく腰が震え、蜜液が飛沫になって内腿を濡らした。

　しかし尊生が吸いついているおかげで、お尻の下まで濡れるようなことはない。

「尊生……さん……」

　顔を上げた彼の喉が、大きくごくりと上下する。少し顔に飛び散ってしまったようで、頬や鼻の近くに飛んだものを手につけては舐め取った。

「いいタイミングで噴いてくれた。ごちそうさま」

「なんて答えたらいいのかわかりませんが……、おそまつさまです」

「咲帆の汁は粗末じゃないっ」

「真面目に答えないでくださいっ」

　恥ずかしいやらおかしいやら。上半身を起こした咲帆は、顔を突き出して尊生にキスをせがむ。

「今キスしたら、咲帆の味がするけど？」

「いいですよ」

　唇が重なってくる。じわっといやらしい味が口腔に広がり、脚の付け根が疼いてくる。

　キスをしながら、咲帆はそっと尊生のトラウザーズの前立てに触れる。あらかじめファスナーは下げてあったらしく、下着の上から盛り上がったものに触れた。

　尊生の舌が一瞬止まる。気をよくした咲帆は下着の中から両手で熱の塊を取り出すと、上下に擦り動かした。

「んっ……」

　尊生がうめいたあと、キスが激しくなる。咲帆の後頭部を片手で支え、もう片方の手で乳房を撫で乳首をつまみ、くにくにと揉みたてていく。

「ぅうん……ンッぅ」

　咲帆も甘いうめきをもらし、熱棒をしごく手を早くする。もう片方の手で雄々しいものに釣り下がる袋に触れ、中に感じる宝玉を優しく揉んだ。

　しごく手の動きに合わせて尊生の腰も動いている。彼が気持ちよくなってくれていると思うだけで脚の間が潤った。

「咲帆……いいよ、そろそろ……」

　唇を少し離して苦笑する。雰囲気から達しそうなのだと悟り、咲帆はさらに手に力を入れて上下させ、恥骨の裏を指で押しながらなぞった。

「咲っ……」

　雄茎に熱が溜まって膨張する。尊生の手から頭をはずし、躊躇することなく膨張したものを口で咥えた。きゅうっと吸引した瞬間……。

「くっ……！」

　息を詰める尊生が咲帆の頭を両手で挟んでよけさせようとするが……間に合わない。

　口の中にトロッとした熱い液体があふれていく。それをすすり上げ、大きく喉を鳴らす。牡の香り。尊生の欲情が体内に取り込まれていくのを感じる。

　ゆっくり唇を上げて切っ先の丸みに舌を這わせていると、尊生に顔を上げられる。

「咲帆、キスしよう」

「……今したら、尊生さんの味がしますよ？」

「かまわない」

　唇が重なる。彼の舌が、まるで拭き掃除でもするように咲帆の口腔内を這い回った。

　再びソファに寝かされ、尊生がトラウザーズと下着を脱ぎ捨てて避妊具の封を切る。

「ああっ、もう、ほんっと、かわいくて仕方がないっ」

　イラついているのか喜んでいるのかわからない様子で準備を施し、咲帆の両脚を腰にかかえた。

「それ、持ってたんですね」

「それ？　ゴム？」

「はい、ベッドに行くのかと思いました」

　リビングに避妊具の準備はないだろう。今もあったのが不思議だ。

「ひとつだけポケットに入れて用意していた。いいムードになって、もし専務室で我慢できなかったら使おうと思って」

「はい？」

　なんとも不埒な発言。そんなことまで考えていたとは。

「専務がなんてことを言うんですかっ。会社ですよ」

「興味ない？　なんかエロいマンガみたいじゃないか？」

「少し……、い、いいえっ、なに言ってるんですかっ、駄目ですよっ」

「咲帆は正直だな」

　クスクス笑われ、ちょっとムキになりかかるものの、膣口が大きく開いていく感覚に官能が跳ね上がった。

「ひゃぁっ……ああっ！」

　ずぶずぶずぶと肉杭を埋めこみ、収めきったところで止まって深く息を吐く。

「咲帆のナカ、最高」

「エッチですね……」

「咲帆にだけね」

　大きく腰を引き、また深く挿しこむ。ゆっくりとしたストロークでそれを繰り返したあと、徐々に腰の揺れが早くなってきた。

「あっぁ、ま、待って……気持ちイ……ィ、んっ、ンッ」

　心地よい愉悦が挿し貫かれる快感になって全身に回る。先日尊生に抱かれたときとは違う快感だ。

（でも、以前にもこんなふうに気持ちよかったことがあった……）

　挿し貫かれるたびに、愉悦は大きくなってくる。風船のように膨らんで、破裂してしまいそう。

「あぁぁ！　尊生さん……、気持ちイイ……！」

　かかえられていた両脚は、いつの間にか彼の腰に巻きつけていた。離れないでとばかりにシッカリと喰らいついている。

　咲帆が快感に夢中になっていく姿を見ながら、尊生が嬉しそうに微笑んだ。横に頭を落とし、耳にキスをして囁きを吹き込む。

「咲帆……愛してるよ」

　嬉しい言葉が、また咲帆の官能を高めていく。満ちたりた気分の中で、こぼれるほどにあふれる愉悦。

（そうだ……わかった）

　先日と今日とで快感の質が違う理由が、わかった気がする。

　快感がこんなにも心地いいのは、愛されていると意識できたからだ。

　大好きな人に、愛してもらえているのだとわかった。愛する人に抱かれているという幸福感が、どこまでも咲帆を昂ぶらせる。

「あぁあっ、イイっ……気持ちイイよぉ……たかおさぁん、あぁっ！」

「咲帆はっ、そうやって俺を煽ってばかりいて……！　止まらなくなるだろう」

　止まる気などまったく感じさせたい抽送が続く。激しい抜き挿しが快感を膨らませ、咲帆は両腕両脚を尊生に強く巻きつけて遠慮なく悦びを叫ぶ。

「好き……尊生さん、好きぃ……！　ぁああっ、イク、もう、イ、クぅ……！」

「咲帆っ……俺もっ……」

「ああああっ！　大好き、たかおさぁん────!!」

　思いの丈を叫んで快楽の波に呑まれていく。流されそうになったところで尊生に強く抱きしめられ、息を止めてまぶたを開いた。

「咲帆……」

　息を切らせ、尊生が咲帆を見つめている。上気した顔を嬉しそうに微笑ませて、でもそこに少しだけ不安をにじませた。

「イったとき、なんて言ったか覚えてる？」

　どうしてそんなことを聞くのだろう。覚えているに決まっているのに。

　咲帆は尊生の頬に両手を添える。はにかむように微笑んだ。

「大好きって、言いました」

「俺も大好きだ！」

　ぎゅうっと抱きしめられ、その反動でまだ勢いを落とさない滾りがググッとめり込んでくる。まずいと思ったのか、尊生が軽く腰を引いた。

「ベッドに行こうか」

「抱っこして行ってくれます？」

「もちろんだよ。奥さん」

　気取った口調に笑いそうになるものの、直後彼自身がずるっと抜け出て、その刺激で腰が痙攣した。

　咲帆をお姫様抱っこした尊生が、ソファ前のローテーブルに視線を移す。

「明日……すぐに出しに行こう」

　そこには、尊生から渡された婚姻届がのっている。もちろん、咲帆も記入済みである。

「わたし、本当に、尊生さんのお嫁さんになれるんですね」

「俺のお嫁さんは、咲帆しかいないよ」

　唇を合わせ、見詰め合って、寝室へ向かう。

　──幸せな蜜月の、始まりである。







エピローグ








「──うん、いいね。コンセプトに合ってるんじゃないかな」

　女性ディレクターが嬉しそうな声をあげる。

　彼女がこういった反応を見せてくれるときは、シナリオに満足してくれたときだ。それがわかっているシナリオライターは、にっこりと微笑んだ。

「ありがとうございます。よかったです」

「こういった微エロな美少女ゲームの担当は初めてだったし、心配してたけど。ぜんぜん大丈夫だね。今度、本格的なアダルトゲームのシナリオやってみる？　プロデューサーに紹介するよ」

　こちらもシナリオの出来にご満悦な男性プランナーが、オフィスチェアの背もたれをガチャガチャいわせながら伸びをする。

　ゲーム会社のミーティング室。

　新規プロジェクトに取り掛かっているの女性ディレクターと女性シナリオライター、そして男性プランナーの三人がいる。

　新作アプリゲームのシナリオをチェックしていたのだ。

　微エロではあるがなかなかにきわどいシーンを入れる予定なので、シナリオもそれなりに仕上げなくてはならない。

　しかし気がかりだったのは、シナリオライターはこの手のゲームを担当するのが初めてだったのだ。

　チームメンバーは心配していたものの、彼女は見事に書き上げたのである。

「ちょっと、やめてよね。この子、幸せいっぱい新婚さんなんだから。あんまり過激なの考えさせないで」

「新婚さんなら過激なのいけそう」

「怒るよ～」

　調子にのったプランナーに、ディレクターが釘を刺す。

　気にせず声をあげて笑うプランナーの横で、幸せいっぱい新婚さん、と称されてしまったシナリオライターは赤くなってしまった。

　照れさせてしまったお詫びとかもしれない。ディレクターがシナリオを改めて眺め、褒めだしたのである。

「でも、本当によかったよ。なんか恋愛小説を読んでるみたいな流れでさ。元サヤものって、根強い需要があるし、すれ違いながらも愛し合うとかって鉄板だよね。……あれ？」

　そこまで口に出して、なにかに気づいたようだ。ちょっと眉を寄せる。

「ちょっと……誰かさんの結婚事情に似てるような気が……」

　シナリオライターがクスッと笑って立ち上がる。

「気のせいですよ」

　そう言って幸せそうに微笑む、相葉咲帆なのだった────。
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あとがき








　こちらのレーベル様では、はじめましてになります。玉たま紀き直なおです。

　濃蜜ラブルージュさんといえば、濃厚な濡れ場と攻めた表紙が印象的で、毎回すごいな～と思いながら眺めていた覚えがあります。

　まさか自分が書かせていただけるとは思わず……。

　今は、レーベルに合ったラブシーンになっているのだろうかと、ただただ心配です。

　いつも書いている雰囲気よりちょっとだけ踏み込んだつもりなんですけど、艶成分、足りなかったらごめんなさい。

　そんな私にお声をかけてくださった担当様、ありがとうございます。お待たせしてしまいましたのに、お仕事をさせていただけて光栄でした。

　本作に関わってくださいました皆様、お読みくださりました皆様に、心から感謝を。

　ありがとうございました。また、お会いできますことを願って──。




　幸せな物語が、少しでも皆様の癒しになれますように。






玉紀 直
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